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「
過
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
時
代
の
映
像
論

―

前
回
の
要
約
か
ら

こ
の
連
載
が
主
に
目
指
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち

が
い
ま
、
い
か
な
る
タ
イ
プ
の
複
製
イ
メ
�
ジ
＝
映

像
の
生
育
シ
ス
テ
ム
を
手
に
し
つ
つ
あ
る
の
か
を
探

究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
検
討
に
あ
た
�
て
、
ひ

と
ま
ず
本
連
載
で
は
、
映
像
を
め
ぐ
る
近
年
の
「
情

報
化
」
や
「
モ
バ
イ
ル
化
／
ネ
�
ト
ワ
�
ク
化
」
の

機
序
に
着
目
す
る
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、
連
載

第
一
回
で
は
、
そ
の
こ
と
を
主
に
「
擬
似
ド
キ
�
メ

ン
タ
リ
�M

ockum
entary

」
と
呼
ば
れ
る
作
品
群

（『
ク
ロ
�
バ
�
フ
�
�
ル
ド
／
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
』
な

ど
）
や
、「
噓
字
幕
動
画
」（「
総
統
閣
下
シ
リ
�
ズ
」）

と
呼
ば
れ
る
Ｍ
Ａ
Ｄ
を
素
材
に
し
て
、
シ
ス
テ
ム
論

的
な
観
点
か
ら
い
さ
さ
か
詳
し
く
論
じ
て
お
い
た
。

今
日
の
社
会
が
抱
え
て
い
る
、
一
部
の
先
端
的
な

映
像
環
境―

本
連
載
で
用
い
て
い
る
言
葉
で
い
う

と
、「
映
像
圏Im

agosphere

」
的
な
表
象
シ
ス
テ

ム
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、「
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
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の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
も
、
既
存
の
表
象
文
化
論
が
重
視
す
る
よ
う
な

コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
「
不
可
能
性
」
で
は
な
く
、

そ
の
無
限
に
近
い
連
鎖
的
挙
動
（
フ
�
�
ド
バ
�
ク
・

ル
�
プ
）
が
生
み
出
す
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
「
過

剰
性
」
や
「
事
実
性
」
こ
そ
に
。
例
え
ば
、
そ
れ
を

前
回
で
は
、
擬
似
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
独
特
の
表
象

空
間
や
宣
伝
手
法
（
こ
の
両
者
は
分
か
ち
難
く
結
び
つ

い
て
い
る
）、
あ
る
い
は
、
ニ
コ
ニ
コ
動
画
を
は
じ
め

各
種
ソ
�
シ
�
ル
メ
デ
�
ア
を
媒
介
に
し
て
ウ
�
ブ

上
に
叢
生
す
る
膨
大
な
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
（
動
画
）

の
性
質
に
仮
託
し
て
具
体
的
に
分
析
し
た
の
だ
�
た
。

少
な
く
と
も
、
そ
れ
ら
の
映
像
圏
的
な
イ
メ
�
ジ
た

ち
に
対
す
る
「
美
的
」
な
価
値
判
断
は
、（
テ
�
ド
・

チ
�
ン
の
Ｓ
Ｆ
小
説
を
事
例
に
敷
衍
し
た
よ
う
に
）
も
は

や
近
代
の
間
主
観
性
に
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
コ
ミ

�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
持
つ
、
自
己
包
摂
性
・
自
己
言

及
性
を
糧
と
し
た
「
記
号
＝
客
体
の
安
定
性
」
に
こ

そ
根
差
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
サ
イ
バ
�
カ
ス

ケ
�
ド
（
炎
上
）
か
ら
ネ
タ
（
釣
り
）
ま
で
、
現
代
の

ウ
�
ブ
文
化
や
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
社
会
特
有
の
ハ

ビ
ト
�
ス
（
社
交
的
慣
習
）
が
増
幅
さ
せ
続
け
る
、
こ

う
し
た
私
た
ち
の
自
己
準
拠
的
（
再
帰
的
）
な
コ
ミ

渡
邉
大
輔

Watana Daisuke

http://www.bungaku.net/wasebun/read/pdf/watanabe_daisuke01.pdf
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�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
挙
動
は
、（
前
回
の
記
述
を
繰
り

返
せ
ば
）「
こ
の
カ
オ
テ
�
�
ク
な
世
界
の
相
貌
に
ア

ド
・
ホ
�
ク
な
楔
を
順
次
打
ち
込
み
、
外
部
（
他
者
）

と
の
予
期
的
な
フ
�
�
ド
バ
�
ク
の
蓄
積
に
よ
�
て

そ
こ
か
ら
自
己
の
『
現
実
』（
秩
序
）
を
随
時
創
発
さ

せ
て
い
く
」★
1
。
そ
う
し
た
（
も
は
や
映
像
コ
ン
テ
ン

ツ
に
限
ら
な
い
）
現
代
の
文
化
的
様
態
を
、
あ
る
種
の

「
美
」
の
存
立
に
関
わ
る
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
（
情
報
処

理
）
の
機
序
と
し
て
捉
え
て
み
る
こ
と
。―
い
�

て
み
れ
ば
、「
映
像
圏
時
代
の
美
学

0

0

0

0

0

0

0

0

」
の
端
緒
を
、
そ

う
し
た
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
生
態
系
か
ら
導
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
…
…
と
い
う
の

が
第
一
回
の
と
り
あ
え
ず
の
結
論
だ
�
た
★
2
。

＊

さ
て
、
前
回
の
末
尾
で
軽
く
触
れ
て
い
た
よ
う
に
、

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
現
代
の
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の

特
性
を
よ
り
広
範
な
歴
史
的
文
脈
の
中
に
位
置
づ
け

る
た
め
に
、
従
来
の
映
画
史
／
視
覚
文
化
史
に
よ
り

依
拠
し
た
議
論
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
い
た
。
つ

ま
り
、
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
は
、
一
再
な
ら
ず
強
調
す

る
よ
う
に
、
一
方
で
現
代
の
新
し
い
社
会
的
・
文
化

的
構
造
を
如
実
に
反
映
さ
せ
て
い
る
の
だ
が
、
今
度

は
翻
�
て
、
そ
れ
と
よ
く
似
た
構
造
（
形
式
）
を
孕

ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
過
去
の
映
画
史
的
ト
ピ
�
ク

を
い
く
つ
か
簡
単
に
紹
介
し
、
そ
れ
を
前
者
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
で
、
本
連
載
の
一
見
奇
抜
な

問
題
意
識
を
よ
り
地
に
足
の
着
い
た
議
論
に
据
え
直

す
と
と
も
に
、
ま
だ
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
、
映
画
史
の
オ
ル
タ
ナ
テ
�
ヴ
な
側
面
を
照
射

す
る
つ
も
り
で
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
の
都
合
に
よ
り
前
回
か
ら
連
載

の
更
新
に
だ
い
ぶ
時
間
が
空
い
て
し
ま
い
、
た
だ
で

さ
え
既
存
の
映
画
論
や
映
像
文
化
論
の
枠
組
み
か
ら

は
大
き
く
懸
け
離
れ
た
本
連
載
の
議
論
を
い
き
な
り

★
1　

以
上
の
よ
う
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
を
一
種
の
新
し
い
文
化
的
資
源
（
価
値
）
と

看
做
す
考
え
は
、
映
像
分
野
に
限
ら
ず
、
最
近
の

若
い
世
代
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
た
ち
の
活
動
に
目
に

見
え
て
広
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
代
表
的

な
事
例
と
呼
べ
る
の
が
、
詩
人
の
佐
藤
雄
一
が
主

宰
し
、
二
〇
一
〇
年
春
か
ら
始
ま
っ
た
現
代
詩
を

中
心
と
し
た
脱
ジ
ャ
ン
ル
的
な
無
料
野
外
朗
読

イ
ベ
ン
ト<B

ottle/E
xercise/C

ypher>

で

は
な
い
か
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
H
I
P
 H
O
P

カ
ル
チ
ャ
ー
の
野
外
で
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
サ

イ
フ
ァ
ー
）
に
ち
な
み
、
詩
人
や
俳
人
、
歌
人
、

小
説
家
、
批
評
家
、
ラ
ッ
パ
ー
な
ど
の
多
様
な

書
き
手
＝
詠
み
手
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
で
朗
読

を
行
い
、
そ
の
ス
キ
ル
を
競
う
リ
ゾ
ー
ム
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
二
〇
一
〇

年
を
通
し
て
詩
壇
や
若
手
批
評
界
か
ら
大
き
な

注
目
を
浴
び
た
。http://d.hatena.ne.jp/

C
A
M
P
C
Y
P
H
E
R
/　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
質

的
な
理
論
的
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト―

で
あ
る
と
と

も
に
、
本
連
載
の
議
論
へ
の
迂
遠
な
批
判
的
応

答
と
も―

と
も
読
め
る
あ
る
ブ
リ
リ
ア
ン
ト

な
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
佐
藤
は
、
二
〇
一
〇
年

代
は
あ
ら
ゆ
る
文
化
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
「
コ
ン

テ
ン
ツ
か
ら
ラ
イ
ヴ
な
ど
広
義
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
重
点
が
移
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
」
と

指
摘
し
、
そ
こ
に
こ
こ
数
年
一
貫
し
て
冷
遇
さ

れ
て
き
た
現
代
詩
の
優
位
性
が
あ
る
と
説
得
的

に
主
張
す
る
。
と
い
う
の
も
、「
詩
は
『
ク
ラ
ウ

ド
』
に
適
し
て
い
る
か
ら
で
す
。﹇
中
略
﹈
詩
は

物
理
的
に
短
い
ぶ
ん
、
一
人
で
多
く
読
め
る
の

で
、
産
業
メ
デ
ィ
ア
に
な
い
双
方
向
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
す
。﹇
中
略
﹈
か
つ
広
く

拡
張
さ
れ
た
実
作
者
か
ら
強
度
あ
る
詩
が
生
ま
れ

る
よ
う
淘
汰
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
設
定
す
る
こ
と

で
好
循
環
を
生
み
出
す
」
こ
と
も
で
き
る
か
ら
だ

と
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
佐
藤
の
認
識
、
そ
し
て
、

ひ
い
て
は
彼
が
実
践
す
るB

ottle/E
xercise/

C
ypher

の
試
み
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
「
ク
ラ
ウ
ド
」
を
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
「
美
学

的
賭
け
金
」（
佐
藤
）
と
看
做
す
点
で
、
筆
者
が

定
式
化
す
る
映
像
圏
の
論
理
と
も
遠
く
共
鳴
し
う

る
と
い
え
よ
う
（
佐
藤
が
詩
の
ク
ラ
ウ
ド
を
オ
ー

ト
ポ
イ
エ
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
と
類
比
的
に

考
え
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
せ
よ
）。
佐
藤
雄
一

「
詩
の
勝
算
」、『
ユ
リ
イ
カ
』
九
月
号
、
青
土
社
、

二
〇
一
〇
年
、
一
〇
六
〜
一
一
三
頁
を
参
照
。★ 1　ユリイカ

2010年9月号

http://d.hatena.ne.jp/CAMPCYPHER/
http://d.hatena.ne.jp/CAMPCYPHER/
http://d.hatena.ne.jp/CAMPCYPHER/
http://amzn.to/f49T0H
http://amzn.to/f49T0H
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不
用
意
に
拡
張
さ
せ
る
こ
と
は
、
読
者
に
不
要
な
戸

惑
い
と
混
乱
を
与
え
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
今
回
は
前
回
に
続
き
、
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の

具
体
例
を
、
も
う
一
度
現
代
文
化
か
ら
取
り
出
し
て

補
足
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
際
、

筆
者
と
し
て
は
、
前
回
注
目
し
て
み
た
「
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
」
の
問
題
系
を
ひ
と
ま
ず
再
び
引
き
継

い
で
、
映
像
文
化
と
そ
の
周
辺
の
事
例
を
い
く
つ
か

紹
介
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

映
像
圏
か
ら
見
た
「Twitter

」

そ
こ
で
今
回
は
、
ま
ず
二
〇
一
〇
年
も
広
い
注
目

を
集
め
続
け
た
「Tw

itter

」
の
話
題
を
取
り
上
げ
よ

う
。
む
ろ
ん
、T

w
itter

そ
の
も
の
は
、
直
接
に
現

代
の
映
像
文
化
を
構
成
す
る
ツ
�
ル
で
は
な
い
。
し

か
し
、
い
ま
見
た
よ
う
に
、
現
在
の
映
像
圏
シ
ス
テ

ム
が
本
質
的
に
人
々
の
自
己
準
拠
的
か
つ
再
帰
的
な

コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
効
果
を
最
大
の
元
手
と
し

て
派
生
す
る
文
化
的
秩
序
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
を
こ

こ
最
近
の
ネ
�
ト
文
化
で
最
も
先
鋭
的
か
つ
広
範
に

組
織
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
るTw

itter

を
め
ぐ
る

分
析
は
必
要
不
可
欠
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、

筆
者
自
身
は
、Tw

itter

や
ネ
�
ト
の
専
門
家
で
も

社
会
学
者
で
も
な
い
。
ま
た
、
周
辺
オ
プ
シ
�
ン
を

日
常
的
に
使
い
こ
な
す
よ
う
な
ヘ
ビ
�
ツ
イ
�
タ
ラ

★
2　

こ
う
し
た
映
像
圏
特
有
の
「
美
学
」
な
い

し
「
文
化
的
秩
序
」
に
つ
い
て
一
言
。
例
え
ば
、

筆
者
は
前
回
、
ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
の
定
式
化

し
た
「
芸
術
シ
ス
テ
ム
」―

そ
し
て
、
そ
れ

に
理
論
的
に
依
拠
し
た
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
が
派
生

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
連
鎖
的
挙
動
（
観

察
）
が
、
個
々
の
映
像
テ
ク
ス
ト
に
、
他
と
は
隔

絶
す
る
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
（
変
異
性
）
と
と
も
に
、

あ
る
種
の
再
認
的
な
「
冗
長
性
」（
パ
タ
ー
ン
性
）

と
い
う
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
非
対
称
性
）
を
安
定
的

に
分
出
さ
せ
る
と
述
べ
た
。
こ
う
し
た
映
像
圏
シ

ス
テ
ム
の
「
冗
長
性R

edundanz

／
変
異
性

V
arietät

」
と
い
う
対
は
、
あ
る
い
は
か
つ
て
ロ

ベ
ー
ル
・
ブ
レ
ッ
ソ
ン
が
そ
の
著
『
シ
ネ
マ
ト
グ

ラ
フ
覚
書
』（
松
浦
寿
輝
訳
、筑
摩
書
房
、一
九
八
七
年
）

で
記
し
た
映
画
史
上
最
も
「
神
話
的
」
な
箴
言
の

ひ
と
つ
を
容
易
に
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ

う
、「
何
一
つ
変
更
を
加
え
ず
、
か
つ
す
べ
て
が

違
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
に
」（
一
九
三
頁
）
と
い

う
あ
の
一
節
を
。「
冗
長
性
」（「
何
一
つ
変
更
を

加
え
ずN
e change rien

」）と「
変
異
性
」（「
す

べ
て
が
違
っ
た
も
の
と
な
るpour que tout 

soit différent

」）
を
紡
ぎ
出
す
映
像
圏
シ
ス

テ
ム
の
内
実
は
、
こ
の
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
至
言
に
図

ら
ず
も
見
事
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
言
葉
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た

ペ
ド
ロ
・
コ
ス
タ
は
、
最
新
作
『
何
も
変
え
て
は

な
ら
な
い
』N

e change rien

（
〇
九
年
）
に

お
い
て
、『
ゴ
ダ
ー
ル
の
映
画
史
』H

istoire(s) 

du ciném
a

（
八
八
〜
九
八
年
）に
お
け
る
ゴ
ダ
ー

ル
に
よ
る
先
の
ブ
レ
ッ
ソ
ン
の
一
節
の
呟
き
を
サ

ン
プ
リ
ン
グ
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム
で
ジ
ャ
ン
ヌ
・
バ
リ
バ
ー

ル
が
歌
の
レ
ッ
ス
ン
と
し
て
い
さ
さ
か
痛
ま
し
い

ま
で
に
そ
の
拙
い
〈
ラ
・
ペ
リ
コ
ー
ル
〉
の
歌
唱

を
繰
り
返
し
聴
か
せ
る
あ
の
印
象
深
い
シ
ー
ク
エ

ン
ス
は
、
そ
の
歌
声
の
絶
え
間
な
い
反
復
性
と
自

律
性
に
お
い
て
、
ど
こ
か
ル
ー
マ
ン
的
な
「
美
」

の
味
わ
い
を
感
じ
さ
せ
る
と
は
い
え
ま
い
か
。
ま

た
、
本
連
載
の
問
題
意
識
を
現
代
文
学
の
領
域
で

展
開
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
拙
稿
も
参
照

さ
れ
た
い
。
渡
邉
大
輔
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

社
会
に
お
け
る
戦
争
＝
文
学―

阿
部
和
重
試

論
」、
限
界
小
説
研
究
会
編
『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

戦
争　
「
セ
カ
イ
系
」
か
ら
「
世
界
内
戦
」
へ
』

南
雲
堂
、
二
〇
一
〇
年
、
二
八
五
〜
三
一
七
頁
。

★ 2　映画『何も変え
てはならない』予告篇
（YouTubeで見る）

★ 2
『シネマトグラフ覚書』

★ 2
『サブカルチャー戦争』

http://amzn.to/fxazAw
http://amzn.to/fxazAw
http://www.cinematrix.jp/nechangerien/
http://www.youtube.com/watch?v=k4WnyX349UI
http://www.bowjapan.com/histoire/
http://amzn.to/gy8kXd
http://amzn.to/gy8kXd
http://amzn.to/gy8kXd
http://amzn.to/gy8kXd
http://www.cinematrix.jp/nechangerien/
http://amzn.to/fxazAw
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�
と
も
い
い
難
い
。
し
た
が
�
て
、Tw

itter

に
関

す
る
技
術
的
な
い
し
は
実
証
的
情
報
を
満
遍
な
く
踏

ま
え
た
本
格
的
なTw

itter

論
を
書
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
こ
で
の
議
論
は
普
段
映
画
研
究
や
文
芸
批

評
を
専
攻
す
る
人
間
が
、T

w
itter

に
つ
い
て
、
批

評
的
、
あ
る
い
は
文
化
論
的
視
点
か
ら
見
る
と
、
ど

う
い
う
論
点
が
浮
上
し
て
く
る
か
と
い
う
ひ
と
つ
の

分
析
事
例
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

二
〇
〇
六
年
に
ア
メ
リ
カ
のO

bvious
社
（
現
在

のTw
itter

社
）
が
サ
�
ビ
ス
を
開
始
し
たTw

itter

は
、
二
〇
〇
八
年
の
日
本
語
版
の
登
場
以
降
、
二
〇

〇
九
年
の
夏
頃
か
ら
日
本
の
ネ
�
ト
で
爆
発
的
に
そ

の
利
用
者
を
獲
得
し
、
依
然
大
き
な
注
目
を
集
め
て

い
る
。G

oogle

の
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇

年
一
二
月
時
点
で
の
日
本
国
内
で
のTw

itter

ユ
ニ
�

ク
ユ
�
ザ
数
は
、
実
に
約
一
九
〇
〇
万
人
に
も
達
し

て
お
り
★
3
、
そ
の
勢
い
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半

の
ブ
ロ
グ
、
中
盤
のm

ixi

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
流
行
に
続
く
、

第
三
の
ウ
�
ブ
コ
ミ
�
ニ
テ
�
の
台
頭
を
思
わ
せ
る

も
の
に
な
�
て
い
る
。
ネ
�
ト
で
は
あ
ま
り
に
も
有

名
な
ツ
�
ル
な
の
で
、
す
で
に
ア
カ
ウ
ン
ト
を
取
得

し
て
い
る
読
者
も
多
い
だ
ろ
う
（
筆
者
自
身
も
か
な
り

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
二
〇
一
〇
年
六
月
に@

diesuke_w

のid

を
取
得
し
た
）。
一
四
〇
文
字
以
内
の
「
つ
ぶ
や

き
」（
ツ
イ
�
ト
）
を
個
々
の
ユ
�
ザ
が
各
自
の
サ
イ

ト
（
ホ
�
ム
）
に
投
稿
し
、
そ
れ
ら
の
サ
イ
ト
を
他

の
ユ
�
ザ
が
自
由
に
「
フ
�
ロ
�
」
し
合
い
、
そ
れ

ら
自
他
の
ツ
イ
�
ト
の
集
積
を
流
す
ブ
ラ
ウ
ザ
（
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
、
い

た
�
て
簡
易
な
（「
ゆ
る
い
」）
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�

ン
・
サ
�
ビ
ス―

い
�
て
み
れ
ば
、
そ
れ
が
「
マ

イ
ク
ロ
ブ
ロ
グ
」
や
「
ミ
ニ
ブ
ロ
グ
」
と
も
呼
ば
れ

るTw
itter

の
基
本
機
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ

の
サ
�
ビ
ス
じ
た
い
は
、
本
来
的
に
言
語
（
文
字
）

を
用
い
る
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
・
ツ
�
ル
だ
が
、

前
回
も
少
し
だ
け
触
れ
た
よ
う
に
、
同
時
に
映
像
圏

的
な
状
況
（
リ
ア
リ
テ
�
）
と
も
き
わ
め
て
近
い
と
こ

ろ
で
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、Tw

itter

も
ま
た
、

ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
と
同
じ
く
、Y

ouTube

や
ニ

コ
ニ
コ
動
画
な
ど
の
無
数
の
Ｃ
Ｇ
Ｍ
へ
の
相
互
リ
ン

ク
を
介
し
て
、
通
常
の
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
、
さ
ら

に
一
般
の
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
ユ
�
ザ
が
日
々
膨
大
に

生
成
し
て
い
る
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
（
動
画
）
と
渾
然

一
体
に
な
り
、
あ
た
か
も
「
イ
メ
�
ジ
の
例
外
状
態
」

と
で
も
い
え
そ
う
な
今
日
の
複
製
イ
メ
�
ジ
＝
映
像

の
社ソ

シ

オ

ロ

ゴ

ス

会
論
理―

つ
ま
り
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

「
映
画
的
な
も
の
」
が
潜バ

�

チ

ヤ

ル

在
的
＝
事
実
的
に
世
界
に

遍
在
／
生
滅
す
る
よ
う
な
文
化
的
地
平
の
一
端
を
担

�
て
い
る
と
い
え
る
の
だ
。

Twitter

の
同
期
＝
現
前
志
向

か
て
て
加
え
てTw

itter

は
、
上
記
の
よ
う
な
同

種
の
ソ
�
シ
�
ル
メ
デ
�
ア
が
持
�
て
い
る
コ
ミ
�

ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
オ
�
ト
ポ
イ
エ
テ
�
�
ク
な
自
己

準
拠
性
・
創
発
性
を
よ
り
過
激
か
つ
微
細
に
押
し
進

★
3 h

ttp
s://w

w
w

.g
o

o
g

le.co
m

/

adplanner/planning/site_profile

#siteD
etails?identifier=

tw
itter.

com
&

geo=JP

http://twitter.com/#!/diesuke_w
https://www.google.com/adplanner/planning/site_profile#siteDetails?identifier=twitter.com&geo=JP
https://www.google.com/adplanner/planning/site_profile#siteDetails?identifier=twitter.com&geo=JP
https://www.google.com/adplanner/planning/site_profile#siteDetails?identifier=twitter.com&geo=JP
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め
て
い
る
と
い
�
て
も
よ
い
。
そ
の
理
由
と
な
る
も

の
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
の
論
者
に
よ
�
て

示
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
回
の
ニ
コ
ニ
コ
動
画

の
分
析
で
も
参
照
し
た
情
報
環
境
研
究
者
の
濱
野
智

史
の
著
作
に
よ
れ
ば
、T

w
itter

の
特
徴
と
は
、
ま

ず
イ
ン
ス
タ
ン
ト
メ
�
セ
ン
ジ
�
�
（
Ｉ
Ｍ
）
や
携

帯
電
話
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ
�
シ
�
ン
や
モ
バ
イ
ル
と

深
い
連
動
利
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
�
て
、
ブ

ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
よ
り
も
さ
ら
に
ユ
�
ザ
に
よ
る
「
読

み
書
き
の
即
時
性
・
反
射
性
」
を
促
し
、「
コ
ミ
�

ニ
ケ
�
シ
�
ン
が
突
発
的
・
局
所
的
に
連
鎖
す
る
」

と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
★
4
。
そ
れ
ゆ
え
に

Tw
itter

は
、
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
論
の
観
点
か

ら
は
必
然
的
に
、「
読
み
書
き
の
即
時
性
・
反
射
性
」

ゆ
え
の
①
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
」（
対
面
性
）
と
、「
コ

ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
突
発
的
・
局
所
的
な
連
鎖
」

ゆ
え
の
②
「
淘
汰
性
」（
短
命
性
）
の
感
覚
（
リ
ア
リ

テ
�
）
を
同
時
に
も
た
ら
す
ツ
�
ル
だ
と
い
わ
れ
て

い
る
。
と
り
わ
け
こ
の
二
つ
の
う
ち
の
「
リ
ア
ル
タ

イ
ム
性
」
は
、
日
本
に
お
け
るTw

itter

の
第
一
人
者

と
も
い
わ
れ
る
メ
デ
�
ア
・
ジ
�
�
ナ
リ
ス
ト
の
津

田
大
介
もTw

itter

の
持
つ
六
つ
の
特
徴
の
う
ち
の

ひ
と
つ
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
★
5
。
そ
れ
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、Tw

itter

で
最
も
有

名
な
慣
用
語
が
「
い
ま
・
こ
こ
」
の
自
分
の
状
況
を

知
ら
せ
る
「
〜
な
う
」
で
あ
�
た
り
、Tw

itter

が
一

種
の
「
実
況
」
行
為
（
例
え
ば
各
種
審
議
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝

え
る
「tsuda

る
」
と
い
う
慣
用
語
が
知
ら
れ
る
）
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
よ
く
表
れ
て
い
る

と
い
え
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
現
在
のTw

itter

で

は
、
あ
る
一
定
の
時
間
や
曜
日
に
ツ
イ
�
ト
を
自
動

的
に
流
す
サ
�
ビ
ス
（「
な
る
ほ
ど
4
時
じ
�
ね
�

の
」「
な
る
ほ
どSunday

じ
�
ね
�
の
」
な
ど
）
や
、

地
震
が
発
生
す
る
と
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
ユ
�
ザ
が

一
斉
に
「
地
震
！
」
と
ツ
イ
�
ト
す
る
一
部
の
慣
例
な

ど
、
人
々
の
「
同
期
＝
現
前
」（
ジ
�
ス
ト
・
イ
ン
・

タ
イ
ム
）
に
対
す
る
欲
望
を
積
極
的
に
喚
起
す
る
現

象
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。

何
に
せ
よ
、Tw

itter

の
持
つ
こ
う
し
た
高
い
「
リ

ア
ル
タ
イ
ム
性
」（
対
面
性
）
へ
の
志
向
と
は
、
現
在

の
先
端
的
な
経
済
モ
デ
ル
と
も
ほ
ど
よ
く
合
致
す
る

ば
か
り
か
★
6
、
前
回
の
ニ
コ
ニ
コ
動
画
の
分
析
で

も
敷
衍
し
た
よ
う
な
、
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
自

★
4　

濱
野
智
史
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
生
態
系 

情
報
環
境
は
い
か
に
設
計
さ
れ
て
き
た
か
』
Ｎ
Ｔ

Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
四
頁
。

★
5　

津
田
大
介
『Tw

itter

社
会
論　

新
た

な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
ウ
ェ
ブ
の
潮
流
』
洋
泉
社
、

二
〇
〇
九
年
、
二
八
頁
以
下
参
照
。

★
6　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
文
明
批
評
家
ジ
ェ

レ
ミ
ー
・
リ
フ
キ
ン
は
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
発
展

に
よ
っ
て
個
々
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
格
段
に

上
昇
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
工
業
生
産
か
ら

不
動
産
ま
で
モ
ノ
（
空
間
）
主
体
の
経
済
サ
イ
ク

ル
は
縮
小
し
、
代
わ
り
に
い
か
に
自
分
に
と
っ
て

有
効
な
情
報
を
取
得
し
、
活
用
す
る
プ
ロ
セ
ス
の

「
時
宜
を
得
る
か
」
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
（
時
間
）

が
主
要
な
「
財
」
と
し
て
価
値
づ
け
ら
れ
て
い

く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
。
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
リ
フ

キ
ン
『
エ
イ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ク
セ
ス
』
渡
辺
康
雄

訳
、
集
英
社
、
二
〇
〇
一
年
、
四
六
頁
以
下
を
参

照
。
ち
な
み
に
、
こ
の
著
作
で
リ
フ
キ
ン
が
「
無

重
量
の
経
済
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
こ
そ
、
い
う

ま
で
も
な
く
後
に
ク
リ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が

「
フ
リ
ー
ミ
ア
ム
」（
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
）
と
呼
ん
だ

経
済
モ
デ
ル
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ク
リ
ス
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
『
フ
リ
ー　
〈
無
料
〉
か
ら
お
金
を
生

み
だ
す
新
戦
略
』
高
橋
則
明
訳
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

二
〇
〇
九
年
を
参
照
。

★ 6　『エイジ・
オブ・アクセス』

★ 6　『フリー』

http://amzn.to/fNNPo7
http://amzn.to/fNNPo7
http://amzn.to/fr8GKt
http://amzn.to/fr8GKt
http://amzn.to/hEmEf5
http://amzn.to/hEmEf5
http://amzn.to/hGGSCS
http://amzn.to/hGGSCS
http://amzn.to/hGGSCS
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己
準
拠
性
・
再
帰
性
（
リ
エ
ン
ト
リ
�
）
に
基
づ
く
映

像
圏
シ
ス
テ
ム
の
特
性
と
も
き
わ
め
て
相
性
が
よ
い
。

こ
こ
で
も
ま
た
改
め
て
繰
り
返
す
が
、
映
像
圏
的

な
美
学
的
秩
序
が
示
す
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
（
差

異
化
）
の
連
鎖
的
挙
動
の
効
果
は
、
例
え
ば
ニ
コ
ニ

コ
動
画
の
噓
字
幕
動
画
の
表
象
に
お
い
て
は
、
個
々

の
Ｍ
Ａ
Ｄ
の
変
異
性
（
バ
リ
エ
�
シ
�
ン
）
を
鑑
賞

す
る
ニ
コ
動
ユ
�
ザ
（
ニ
コ
厨
や
Ｍ
Ａ
Ｄ
職
人
）
た
ち

の
絶
え
間
な
い
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
（
観
察
）
の

事
実
性
＝
現
前
性
の
感
覚
と
し
て
結
晶
化
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
コ
動
的
な
リ
ア
リ
テ
�
を
支
え

て
い
る
の
は
、
い
わ
ば
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
を
生
み
出
す
私
た

ち
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
と
は
、
も
は
や
有
無
を

い
わ
さ
ず
成
立
し
て
い
る
か
ら
成
立
し
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し

か
い
い
よ
う
の
な
い
、
同
語
反
復
的
な
危
う
い
記
号

の
連
鎖
な
の
だ
」
…
…
云
々
と
い
う
彼
ら
の
共
通
認

識
以
外
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
の
事
実
性
＝
現
前
性
に
対
す
る
圧
倒
的

な
信
頼
や
期
待
が
、
最
近
で
は
ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
や

U
stream

な
ど
、
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
を
売
り
に

し
た
配
信
サ
�
ビ
ス
に
人
々
の
支
持
が
集
ま
�
て
い

る
こ
と
の
理
由
で
あ
る
こ
と
も
前
回
の
註
釈
で
触
れ

た
通
り
だ
。

た
だ
、T

w
itter

の
場
合
は
、
上
記
の
コ
ン
テ
ン

ツ
共
有
サ
イ
ト
と
は
異
な
�
て
、
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ

�
ン
・
サ
�
ビ
ス
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ユ
�
ザ
の
活

動
す
る
現
実
世
界
と
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
の
ウ
�
ブ

空
間
と
の
距
離
感
が
よ
り
深
く
密
着
し
て
い
る
と
い

う
点
は
強
調
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
だ
ろ
う
。
こ
れ
も
よ

く
い
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
現
代
の
情
報
社
会
の
姿

は
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
未
来
学
や
ニ
�
�
エ
イ
ジ

思
想
が
イ
メ
�
ジ
し
た
よ
う
な
、
近
代
社
会
が
喪
失

し
た
社
会
的
全
体
性
を
ま
る
ご
と
オ
ル
タ
ナ
テ
�
ヴ

に
仮
構
し
う
る
プ
ラ
�
ト
フ
�
�
ム
（
例
え
ば
、
マ
ク

ル
�
ハ
ン
の
「
グ
ロ
�
バ
ル
・
ヴ
�
レ
�
ジ
」
や
バ
�
ク

ミ
ン
ス
タ
�
・
フ
ラ
�
の
「
宇
宙
船
地
球
号
」
な
ど
）
で

は
な
く
、
オ
フ
ラ
イ
ン
の
社
会
関
係
の
要
所
を
な
る

べ
く
シ
�
ム
レ
ス
に
反
映
す
る
こ
と
に
意
を
用
い
る

よ
う
に
な
�
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、Tw

itter

は
、

そ
う
し
た
オ
フ
ラ
イ
ン
の
社
会
関
係
を
ほ
ど
よ
く
濾

過
し
、
ま
た
ほ
ど
よ
く
誇
張
す
る
最
適
の
ツ
�
ル
と

し
て
現
代
の
ネ
�
ト
ワ
�
ク
社
会
に
理
想
的
に
適
応

し
た
サ
�
ビ
ス
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

現
前
性
（
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
）
を
超
え
る
も
の

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、Tw

itter

の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
志
向
へ
の
熱
い
注
目
は
、
ニ
コ
生
やU

stream

な
ど
現
在
人
気
の
高
い
映
像
圏
的
ツ
�
ル
の
発
揮
す

る
「
ヴ
�
�
ド
ヴ
�
ル
性
」（
ヘ
ン
リ
�
・
ジ
�
ン
キ

ン
ス
）
と
比
較
す
る
と
よ
り
納
得
が
い
く
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
は
、
そ
の「
対
面
性
」
や

「
即
応
性
」
と
い
う
側
面
に
お
い
て
、T

w
itter

の

持
つ
「
強
い
属
人
性
」
と
い
う
主
張
に
も
繫
が
�
て

い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
先
の

津
田
は
『Tw

itter

社
会
論
』
で
以
下
の
よ
う
に
解
説

し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
挙
げ
て
き
た
よ
う
な
特
徴
が
ツ
イ
�

タ
�
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
「
ツ
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イ
�
タ
�
は
強
力
に
ユ
�
ザ
�
個
人
に
紐
付
い
た

サ
�
ビ
ス
で
あ
り
、
属
人
性
が
強
い
サ
�
ビ
ス
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。﹇
中
略
﹈

ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
時
代
か
ら
「
個
人
が
情
報

を
発
信
す
る
プ
ラ
�
ト
フ
�
�
ム
は
属
人
性
を
強

め
る
」
と
い
う
議
論
は
あ
�
た
が
、
ツ
イ
�
タ
�

は
そ
れ
ら
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
属

人
性
に
寄
�
て
い
る
サ
�
ビ
ス
だ
。
自
分
の
行
動

や
思
考
を
「
つ
ぶ
や
き
」
と
い
う
形
で
出
せ
ば
出

す
ほ
ど
、
多
く
の
共
感
や
尊
敬
を
（
時
に
は
反
発

も
）
集
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
★
7

津
田
の
い
う
通
り
、
確
か
にT

w
itter

は
そ
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
（
即
時
性
）
を
最
大
の
特
徴
と
し

て
い
る
以
上
、
ま
た
、（
日
本
で
は
日
本
語
版
登
場
以

前
の
二
〇
〇
七
年
に
公
開
さ
れ
た
「
モ
バ
ツ
イ
�
タ
�

m
ovatw

itter

」
と
い
う
サ
�
ビ
ス
に
よ
り
）
携
帯
電
話

（
ス
マ
�
ト
フ
�
ン
）
やiPhone

と
い
�
た
モ
バ
イ
ル

機
器
か
ら
の
利
用
も
容
易
で
あ
る
以
上
、
必
然
的
に

「
個
人
」
と
い
う
単
位
に
縮
約
さ
れ
や
す
い
ツ
�
ル

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
と
は
い
え
、
筆
者

の
考
え
で
は
、Tw

itter

が
私
た
ち
に
も
た
ら
す
独

特
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
作
法
は
、
単
に
こ
う
し

た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
や
属
人
性
と
い
�
た
要
素
だ
け

に
は
還
元
で
き
な
い
、
奇
妙
な
文
化
的
感
性
に
貫
か

れ
て
い
る
と
思
え
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
現
在
の
映

像
圏
的
な
リ
ア
リ
テ
�
を
考
え
る
う
え
で
も
非
常
に

示
唆
に
富
む
も
の
だ
。
結
論
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
そ

れ
は
、
純
粋
に
ジ
�
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
の
現
実

の
感
触
を
ユ
�
ザ
に
届
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
す
で

0

0

に
過
ぎ
去
�
た
さ
ま
ざ
ま
な
時
間

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
非
現
前
の
過
去

0

0

0

0

0

0

）

が
リ
ア
リ
テ
�
の
肌
理
の
表
面
に
ポ
ツ
ポ
ツ
と
多
孔

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

的
に
顔
を
覗
か
せ
る
不
思
議
な
現
前
性
の
感
覚

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
供

給
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
だ

ろ
う
か
。

Ｒ
Ｔ
とbot

の
存
在
論

Tw
itter

に
触
れ
た
ユ
�
ザ
が
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま

な
ス
ペ
�
ク
の
中
で
お
そ
ら
く
最
初
に
奇
妙
に
思
う

の
が
、「
リ
ツ
イ
�
ト
」（
Ｒ
Ｔ
）
と
呼
ば
れ
る
機
能
と
、

「bot

」（
ボ
�
ト
）
と
い
う
自
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ま
た

は
ア
カ
ウ
ン
ト
）
で
あ
る
こ
と
に
あ
ま
り
異
論
の
余
地

は
な
い
だ
ろ
う
。
Ｒ
Ｔ
と
は
、
ユ
�
ザ
が
、
ほ
か
の

ユ
�
ザ
の
気
に
な
�
た
投
稿
（
ツ
イ
�
ト
）
を
自
分

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
に
再
投
稿
（Retw

eet
）
す
る
こ

と
で
あ
り
、
元
の
ツ
イ
�
ト
が
そ
の
ま
ま
表
示
さ
れ

る
「
公
式
Ｒ
Ｔ
」
と
、「
Ｒ
Ｔ
＠
ユ
�
ザ
名
（
引
用
ツ

イ
�
ト
）」
と
い
う
書
式
で
投
稿
す
る
「
非
公
式
Ｒ
Ｔ
」

の
二
種
類
が
あ
る
。
他
方
のbot

と
は
、
定
期
的
な

ニ
�
�
ス
や
、
著
名
人
（
ジ
�
ン
・
カ
サ
ヴ
�
テ

ス
や
淀
川
長
治
な
ど
）・
キ
�
ラ
ク
タ
�
（
ガ
チ
�

★
7　

前
掲
『Tw
itter

社
会
論
』、
四
二
〜

四
三
頁
。

★ 7
『Twitter社会論』

http://amzn.to/fr8GKt
http://amzn.to/fr8GKt


8

ピ
ン
や
サ
ザ
エ
さ
ん
な
ど
）
を
模
倣
し
た
擬
似
的

な
ツ
イ
�
ト
を
機
械
的
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
配
信
す

る
仕
組
み
で
、
中
に
は
特
定
の
キ
�
ワ
�
ド
に
反
応

し
て
、
普
通
の
ユ
�
ザ
の
よ
う
な
「
リ
プ
ラ
イ
」（
返

信
）
や
非
公
式
Ｒ
Ｔ
を
返
し
て
く
る
も
の
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
Ｒ
Ｔ
と
し
て
投
稿

さ
れ
た
ツ
イ
�
ト
や
、
現
実
に
は
存
在
し
な
いbot

に
よ
る
ツ
イ
�
ト
が
自
分
や
他
人
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

上
に
通
常
の
ツ
イ
�
ト
と
一
緒
く
た
に
混
在
し
て
い

る
さ
ま
は
、
一
種
異
様
な
感
覚
を
ユ
�
ザ
に
覚
え
さ

せ
る
。
少
な
く
と
も
筆
者
に
と
�
て
は
、
津
田
が
い

う
よ
う
に
、T

w
itter

が
本
来
、
高
い
リ
ア
ル
タ
イ

0

0

0

0

0

0

0

ム
性
や
属
人
性
に
セ
�
ト
ア
�
プ
さ
れ
た
ツ
�
ル
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
こ
そ

0

0

0

0

、Tw
itter

の
こ
れ
ら
の
要
素
は
ど
こ
か

全
体
の
機
能
か
ら
突
出
し
た
印
象
を
感
じ
さ
せ
る
の

だ
。例

え
ば
、
Ｒ
Ｔ
。
フ
�
�
マ
�
ト
ご
と
の
細
か
い

機
能
・
表
示
の
違
い
な
ど
を
無
視
し
て
、
ざ
�
く
り

と
し
た
外
見
だ
け
で
述
べ
る
と
、
と
り
わ
け
他
人
の

ツ
イ
�
ト
を
そ
の
ま
ま
Ｒ
Ｔ
（
選
択
）
し
、
自
分
の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
に
表
示
す
る
公
式
Ｒ
Ｔ
の
ツ
イ
�

ト
は
、
そ
の
前
後
に
流
れ
る
自
分
自
身
が
つ
ぶ
や
い

た
極
私
的
な
ツ
イ
�
ト
の
間
で
、
い
わ
ば
「
自
分
」

の
も
の
で
も
「
他
人
」
の
も
の
で
も
な
い
、
ど
こ
か

距
離
感
覚
の
曖
昧
な
、
複
数
的
（
あ
る
い
は
非
人
称
的
）

な
相
貌
を
帯
び
て
ユ
�
ザ
の
前
に
立
ち
上
が
�
て
く

る
よ
う
に
見
え
る
（
以
下
、
こ
こ
で
は
公
式
Ｒ
Ｔ
に
つ

い
て
の
み
論
じ
る
）。
す
な
わ
ち
、
そ
の
Ｒ
Ｔ
（
公
式
Ｒ

Ｔ
）
は
、
一
方
で
そ
も
そ
も
自
分
で
は
な
い
誰
か
が

つ
ぶ
や
い
た
と
い
う
意
味
で
「
他
人
」
の
声
な
の
だ

が
、
他
方
で
は
そ
の
不
在
（
不
可
視
）
の
他
者
の
声

の
中
に
同
調
し
、Tw

itter

の
機
能
を
介
し
て
ほ
か

な
ら
ぬ
こ
の
「
私
」
が
能
動
的
・
主
体
的
に
「
選
択
」

し
た
と
い
う
点
で
は
「
私
」
の
痕
跡
を
そ
こ
に
薄
い

皮
膜
の
よ
う
に
重
ね
合
わ
せ
て
も
い
る
。
い
い
換
え

る
と
、
Ｒ
Ｔ
に
は
（
そ
れ
を
選
択
す
る
／
し
た
）「
私
」

の
い
る
／
い
た
「
現
在
」
と
と
も
に
、
元
の
文
章
を

ツ
イ
�
ト
し
た
「
他
人
」
の
非
在
の
「
過
去
」
が
二

重
写
し
に
な
�
て
い
る
わ
け
だ
。
ま
た
、
同
様
の
こ

と
はbot

の
機
能
に
も
い
え
る
。
そ
も
そ
もbot

の

多
く
は
、
す
で
に
死
去
し
た
人
物
や
漫
画
・
ア
ニ
メ

な
ど
に
登
場
す
る
架
空
の
キ
�
ラ
ク
タ
�
が
ツ
イ
�

ト
す
る
と
い
う
点
で
、
す
で
に
あ
る
種
の
「
他
者
性
」

（
こ
の
「
他
者
性
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
の
文
芸
批
評

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
負
荷
を
帯
び
た
曲
者
だ
が
、
こ
こ
で
は

最
も
素
朴
な
意
味
で
用
い
て
お
く
）
の
感
覚
を
ユ
�
ザ

に
対
し
て
強
く
実
感
さ
せ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

bot

が
し
ば
し
ば
こ
ち
ら
の
呼
び
か
け
（
リ
プ
ラ
イ
）

に
対
し
て
応
答
（
再
リ
プ
ラ
イ
）
を
返
し
て
く
る
と
い

う
事
態
は
、
Ｒ
Ｔ
と
同
じ
く
、
ど
こ
か
「
私
」
の
一

部
を
そ
のbot

へ
と
ナ
ル
シ
ス
テ
�
�
ク
に
感
情
移

入
（
転
移
）
す
る
錯
覚
を
惹
起
す
る
だ
ろ
う
。
こ
こ

で
も
現
前
す
る
「
私
」と
不
在
のbo t

（「
他
人
」）の
関

係
性
は
ア
モ
ル
フ
に
（
ゆ
る
く

0

0

0

）
共
鳴
し
て
い
る
★
8
。

Ｒ
Ｔ
の
「
選
択
同
期
性
」（
と
き
ど
き
祭
り
）

こ
う
し
た
Ｒ
Ｔ
やbot

の
孕
む
奇
妙
な
リ
ア
リ
テ

�
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
先
の
濱
野
のTw

itter

を

め
ぐ
る
興
味
深
い
考
察
が
有
効
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
。『
ア
�
キ
テ
ク
チ
�
の
生
態
系
』
で
濱
野
は
、

T
w

itter

やSecond Life

、
ニ
コ
ニ
コ
動
画
、
２
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ち
�
ん
ね
る
な
ど
の
各
種
ウ
�
ブ
サ
�
ビ
ス
の
構

造
的
差
異
を
時
間
論
的
に
整
理
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

Tw
itter

の
特
徴
を
、Second Life

の「
真
性
同
期
」、

ニ
コ
ニ
コ
動
画
の
「
擬
似
同
期
」、
２
ち
�
ん
ね
る
の

「
非
同
期
」
に
対
し
て
、「
選
択
同
期
」
の
メ
デ
�
ア

だ
と
表
現
す
る
。
と
い
う
の
も
、Tw

itter

は
、「
基

本
的
に
は
『
非
同
期
的
』に
行
な
わ
れ
て
い
る
発
話
行

為
（「
独
り
言
」）を
、
各
ユ
�
ザ
�
の
自
発
的
な
『
選

択
』（
の
連
鎖
）
に
応
じ
て
、『
同
期
的
』
な
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
へ
と
一
時
的
／
局
所
的
に
変
換
す
る
ア

�
キ
テ
ク
チ
�
で
あ
る
」★
9

か
ら
で
あ
り
、
そ
こ

で
は
、
例
え
ば
自
他
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を
強

制
的
に
同
期
さ
せ
る
電
話
や
チ
�
�
ト
、
Ｉ
Ｍ
と
は

違
い
、「
同
期
性
」
と
「
非
同
期
性
」
が
「
選
択
的
」
に

（
＝
ゆ
る
く
）
短
絡
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る

か
ら
だ
。

以
上
の
よ
う
な
濱
野
の
考
え
るTw

itter

の
「
選

択
同
期
性
」（
同
期
と
非
同
期
の
両
立
）
と
は
、
す
な

わ
ち
、「
非
同
期
的
」
に
た
ゆ
た
う
他
者
＝
過
去
の

ツ
イ
�
ト
が
「
選
択
」
に
よ
�
て
「
私
」
＝
現
在

と
一
時
的
・
局
所
的
に
「
同
期
」
し
う
る
と
い
う
点

で
、
そ
の
ま
ま
Ｒ
Ｔ
と
い
う
機
能
に
こ
そ
如
実
に
具

現
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
濱
野
は
「
真
性
同

期
的
」
なSecond Life

の
特
徴
を
「
後
の
祭
り
」、

「
擬
似
同
期
的
」
な
ニ
コ
動
の
そ
れ
を
「
い
つ
で
も

祭
り
」
と
巧
み
に
い
い
換
え
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、

Tw
itter

（
と
そ
の
Ｒ
Ｔ
）
は
、
過
去
と
現
在
、
他
者

と
自
己
が
幽
霊
の
よ
う
に
つ
か
の
間
の
「
ゆ
る
い
」

同
期
を
取
り
結
ぶ
点
で
、
さ
し
ず
め
「
と
き
ど
き

（
た
ま
た
ま
）
祭
り
」
と
で
も
い
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。

現
代
に
お
け
る
「Twitter

的
状
況
」

=

「
自
他
／
公
私
」
の
溶
解
の
氾
濫

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
ひ
と
ま
ず
Ｒ
Ｔ
とbot

の
機
能
に
典
型
的
に
仮
託
し
て
み
た
、
ひ
と
つ
の

「T
w

itter

的
状
況
」
と
で
も
呼
び
う
る
も
の―

す
な
わ
ち
、
個
々
人
の
認
知
能
力
を
は
る
か
に
超
え

る
、
膨
大
な
の
�
ぺ
ら
ぼ
う
の
情
報
の
ア
ノ
ミ
�
に
、

何
ら
か
の
自
律
的
な
「
選
択
」（
指
し
示
し
）
を
楔
の

ご
と
く
刻
み
込
む
こ
と
で
、
い
ま
こ
こ
の
「
私
」（
自

★
8　

ち
な
み
に
、
こ
う
し
たTw

itter

（
Ｒ

Ｔ
やbot

）
の
持
つ
奇
妙
な
（「
幽
霊
的
」
な
？
）

「
応レ

ス

ポ

ン

シ

ビ

リ

テ

答
＝
責
任
可
能
性
」
の
内
実
を
巧
み
に
描
い

た
近
年
の
小
説
と
し
て
、
こ
こ
で
は
東
浩
紀
に

よ
る
近
未
来
長
編
Ｓ
Ｆ
『
ク
ォ
ン
タ
ム
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
ズ
』（
〇
九
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
作
品
で
は
、
主
人
公
が
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
世

界
を
横
断
し
な
が
ら
、
複
数
化
し
た
自
ら
の
家
族

の
運
命
に
つ
い
て
、
一
方
で
何
ら
か
の
責
任
を
果

た
そ
う
と
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
彼
は

「
ぼ
く
は
な
に
も
引
き
受
け
な
く
て
い
い
。﹇
中
略
﹈

ぼ
く
は
た
だ
愛
す
る
も
の
だ
け
を
愛
せ
ば
い
い
」

（
三
五
二
頁
）
と
も
い
う
。
こ
の
主
人
公
が
示
す

曖
昧
な
（
ゆ
る
い
）
両
義
性
も
ま
た
、
き
わ
め
て

Tw
itter

的
な
、
つ
ま
り
「
複
数
化
し
た
時
間
」

を
前
提
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
応
答
＝

責
任
可
能
性
）
の
道
筋
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
も
参
照
。
東
浩
紀

＋
國
分
功
一
郎
＋
千
葉
雅
也
「
討
議　
東
浩
紀
の

十
一
年
間
と
哲
学　
『
ク
ォ
ン
タ
ム・フ
ァ
ミ
リ
ー

ズ
』
か
ら
『
存
在
論
的
、郵
便
的
』
へ
」、『
新
潮
』

七
月
号
、新
潮
社
、二
〇
一
〇
年
、二
一
一
頁
以
下
。

★
9　

前
掲
『
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
生
態
系
』、

二
〇
六
頁
。

★ 9　『アーキテ
クチャの生態系』

★ 8　『クォンタ
ム･ファミリーズ』

http://amzn.to/fNNPo7
http://amzn.to/gmgIXd
http://amzn.to/gmgIXd
http://amzn.to/gmgIXd
http://amzn.to/eFvEDQ
http://amzn.to/eFvEDQ
http://amzn.to/eFvEDQ
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己
）
の
声
（
ツ
イ
�
ト
）
と
ど
こ
か
の
特
定
の
「
あ

な
た
」（
他
人
）
の
声
（
ツ
イ
�
ト
）
が
一
瞬
、
ゆ
る

く
二
重
写
し
に
な
り
、
そ
し
て
ま
た
離
れ
て
い
く

「
幽
霊
的
」
瞬
間
の
発
生
と
い
う
事
態
は
、
む
ろ
ん
、

Tw
itter

と
い
う
独
特
な
ツ
�
ル
だ
け
に
見
ら
れ
る

現
象
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、そ
う
し
た
い
わ
ば

「T
w

itter

的
状
況
」
は
、
私
た
ち
の
生
き
る
現
代

の
大
衆
消
費
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
お
い
て
形

を
変
え
て
反
復
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
で
は
、
こ

う
し
た
要
素
を
現
代
の
事
例
で
さ
ら
に
俯
瞰
的
に
捉

え
直
し
て
み
よ
う
。

比
較
的
分
か
り
や
す
い
事
例
で
い
う
な
ら
ば
、
例

え
ば
、
そ
れ
は
最
近
の
「W

ikiLeaks

」（
内
部
告

発w
iki

サ
イ
ト
）
に
せ
よ
「
尖
閣
ビ
デ
オ
流
出
事

件
」
に
せ
よ
、Tw

itter

と
同
様
、
二
〇
一
〇
年
に
ひ

と
び
と
の
話
題
を
集
め
た
、
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
の
浸

透
が
も
た
ら
す
新
た
な
政
治
的
ト
ピ
�
ク
を
考
え
れ

ば
手
�
取
り
早
い
だ
ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
、
諸
々
の
煩

瑣
な
政
治
的
含
意
を
除
い
て
い
う
な
ら
、
こ
れ
ら
の

事
件
で
ウ
�
ブ
を
通
じ
て
広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
た

国
家
の
重
要
機
密
資
料―

イ
ラ
ク
戦
争
時
の
民
間

人
殺
害
動
画
や
中
国
漁
船
衝
突
映
像
な
ど―

の
類

は
、
い
ず
れ
もTw

itter

の
Ｒ
Ｔ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

よ
う
な
特
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
と
い
う
の

も
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
あ
る
特
定
の
個
人
の
主
体

的
な
「
選
択
」（
リ
�
ク
）
に
よ
�
て
、
一
方
で
、
本

来
な
ら
一
般
人
の
目
に
は
決
し
て
触
れ
る
こ
と
な
く
、

非
在
の
時
間
を
た
ゆ
た
う
は
ず
の
大
文
字
の
「
他
人
」

の
痕
跡
（
機
密
資
料
と
い
う
「
公
共
物
」）
と
、
他
方
の

特
定
の
個
人
（
情
報
の
告
発
者
）
の
あ
る
時
点
で
の
き

わ
め
て
「
私
的
」
な
モ
チ
ベ
�
シ
�
ン
の
痕
跡
と
が
、

こ
れ
も
ま
た
薄
い
被
膜
の
よ
う
に
重
な
り
合
い
、
資

料
（
動
画
）
の
閲
覧
者
の
前
に
多ポ

リ

フ

オ

ニ

�

層
的
な
「
声
」
を

反
響
さ
せ
つ
つ
「
ゆ
る
く
」
短
絡
し
合
�
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
何
に
せ
よ
、
こ
う
し
たW

ikiLeaks

や

Y
ouTube

と
い
�
た
メ
デ
�
ア
の
可
能
性
が
体
現

し
て
い
る
の
は
、
以
前
の
社
会
に
お
い
て
は
国
家
と

い
う
権
力
側
が
一
方
的
に
秘
匿
し
、
そ
れ
に
よ
�
て

堅
牢
に
温
存
し
え
た
「
国
家
機
密
」
な
る
あ
る
種
の

「
公
共
物
」（
つ
ま
り
は
、
不
特
定
多
数
の
「
他
人
」
の

ス
ト
�
ク
）
の
存
立
根
拠
が
、
ウ
�
ブ
の
際
限
な
く

拡
張
し
た
き
わ
め
て
「
私
的
」
な
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ

�
ン
の
事
実
性
・
連
鎖
性
の
力
（
フ
ロ
�
）
に
よ
�

て
、
な
し
崩
し
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と―

と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
一
連
の
経
緯
に
よ
�

て
、
近
代
的
な
「
公
私
」
の
区
別
そ
の
も
の

0

0

0

0

0

0

が
、
そ

れ
こ
そ
Ｒ
Ｔ
的

0

0

0

に
溶
解
し
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
★
10
。
し
た
が
�
て
、
お
そ
ら
く

い
ま
起
こ
�
て
い
る
事
態
は
、
か
つ
て
近
代
国
民
国

家
が
「
国
民
」
の
私
的
領
域
（
労
働
す
る
身
体
）
を
保

険
数
理
的
に
管
理
す
る
こ
と
で
社
会
的
厚
生
を
実
現

し
た
「
私
の
公
共
化
」
と
い
う
統
制
シ
ス
テ
ム
か
ら
、

そ
う
し
た
本
来
の
公
共
性
を
規
定
す
る
閾
値
そ
れ
じ

た
い
が
、
個
人
の
私
的
な
裁
量
（
選
択
）
に
よ
�
て

い
く
ら
で
も
変
動
し
う
る
、
い
わ
ば
「
公
共
性
の
私

化
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
エ
コ
ノ
ミ
�
へ
の
変
化
に
対

応
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

Ｒ
Ｔ
と
（
し
て
の
）「
過
剰
包
摂
」

さ
ら
に
、
例
え
ば
、
そ
う
し
た
文
化
の
モ
�
ド
を

最
も
端
的
に
抽
象
化
し
て
み
せ
た
言
説
の
ひ
と
つ
が
、

http://p.tl/_xAU
http://p.tl/_xAU
http://www.wikileaks.ch/
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お
そ
ら
く
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
ジ
�
�
ク
・
ヤ
ン

グ
が
定
式
化
し
た
「
過
剰
包
摂bulim

ia

」
と
い
う

概
念
だ
ろ
う
★
11
。
ヤ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
近
年
の
グ

ロ
�
バ
ル
資
本
主
義
（
ポ
ス
ト
・
フ
�
�
デ
�
ズ
ム
）

と
、
そ
れ
に
伴
う
日
常
生
活
の
「
脱
埋
め
込
み
」（
過

剰
流
動
性
）
が
進
展
し
た
「
後
期
近
代
」（
再
帰
的
近

代
）
の
社
会
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
近
代
社
会
が
備
え

て
い
た
、
自
他
の
あ
い
だ
に
強
い
「
同
質
性
」（「
国

民
」「
家
族
」「
宗
教
共
同
体
」
な
ど
の
公
共
圏
）
を
セ
�

ト
ア
�
プ
し
て
回
る
安
定
的
か
つ
静
態
的
な
シ
ス
テ

ム
と
は
異
な
る
、
別
種
の
「
自
我
」（
ア
イ
デ
ン
テ
�

テ
�
）
の
論
理
が
発
動
し
て
く
る
。
も
と
よ
り
伝
統

的
な
社
会
的
輪
郭
づ
け
（
自
他
の
境
界
）
が
は
�
き
り

し
た
近
代
の
国
民
国
家
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
ア
�
ネ

ス
ト
・
ゲ
ル
ナ
�
が
述
べ
る
よ
う
に
（『
民
族
と
ナ
シ

�
ナ
リ
ズ
ム
』）、
各
主
体
は
産
業
社
会
下
で
効
率
よ
く

「
労
働
」
す
る
動
物
と
し
て
、
い
か
な
る
シ
ス
テ
ム

や
「
国
語
」
に
も
適
応
で
き
る
よ
う
に
画
一
的
な
規

律
訓
練
と
象
徴
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
�
テ
�
付
与
を
施

さ
れ
る
。
俗
に
い
う
「
大
き
な
物
語
」（
リ
オ
タ
�
ル
）

と
は
、
そ
う
し
た
本
来
的
に
異
な
る
人
間
た
ち
の
生

を
幻
想
的
＝
想
像
的
な
形
で
一
挙
に
集
約
す
る
「
包

摂
型
」
の
社
会
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、

と
り
わ
け
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
顕
著
と
な
�
た
ア

ン
ダ
�
ク
ラ
ス
の
形
成
に
伴
う
社
会
的
犯
罪
を
、
予

期
的
か
つ
権
威
主
義
的
に
隔
離
し
て
い
く
「
排
除
型
」

と
呼
ば
れ
る
社
会
ス
タ
イ
ル
も
実
は
近
代
の
「
包
摂

型
社
会
」
と
表
裏
関
係
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
そ

こ
で
は
、
と
も
に
自
他
の
境
界
（
ア
イ
デ
ン
テ
�
テ
�

ポ
リ
テ
�
ク
ス
）
は
と
り
あ
え
ず
安
定
し
て
い
る
か
ら

だ
。だ

が
、
従
来
型
の
階
級
様
式
や
コ
ミ
�
ニ
テ
�
の

形
状
が
絶
え
ず
不
明
瞭
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い
て

は
、
こ
う
し
た
厳
密
に
（
自
分
以
外
の
）
他
者
の
「
包

摂
／
排
除
」
を
リ
ジ
�
ド
に
行
使
す
る
社
会
シ
ス
テ

ム
は
必
然
的
に
機
能
不
全
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

★
10　

余
談
な
が
ら
、
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
考

え
る
に
は
、
さ
ら
に
、
現
在
人
気
を
集
め
る
一
部

の
漫
画
作
品
は
特
に
都
合
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
、中
村
光『
聖
☆
お
に
い
さ
ん
』（
〇
八

年
〜
）
や
日
丸
屋
秀
和
『A

xis pow
ers 

ヘ

タ
リ
ア
』（
単
行
本
版
は
〇
八
年
〜
）、
ヤ
マ
ザ
キ

マ
リ『
テ
ル
マ
エ・ロ
マ
エ
』（
〇
九
年
〜
）と
い
っ

た
作
品
群
は
、
い
ず
れ
も
「
キ
リ
ス
ト
」「
古
代

ロ
ー
マ
」
な
ど
と
い
っ
た
、
通
常
な
ら
一
切
の
私

的
な
恣
意
性
を
峻
拒
し
切
断
す
る
は
ず
の
「
大
文

字
の
歴
史
」
の
構
成
要
素
を
、
現
代
の
私
的
で
ゆ

る
い
日
常
感
覚
と
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
短
絡
さ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
簡
潔

に
い
え
ば
、こ
れ
ら
の
漫
画
の
妙
は
、「
非
同
期
的
」

に
横
た
わ
る
「
大
文
字
の
歴
史
」
＝
「
他
人
」
を
、

「
作
者
」
＝
「
私
」
が
適
宜
自
分
の
好
み
に
応
じ

て
現
代
の
視
点
か
ら
ま
さ
に「
Ｒ
Ｔ
」（
選
択
同
期
）

す
る
、
そ
の
「
ゆ
る
さ
」
に
あ
る
の
だ
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

★
11　

ジ
ョ
ッ
ク
・
ヤ
ン
グ
『
後
期
近
代
の
眩
暈  

排
除
か
ら
過
剰
包
摂
へ
』
木
下
ち
が
や
他
訳
、
青

土
社
、
二
〇
〇
八
年
及
び
同
『
排
除
型
社
会　
後

期
近
代
に
お
け
る
犯
罪
・
雇
用
・
差
異
』
青
木
秀

男
他
訳
、
洛
北
出
版
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。

★10　『テルマエ・
ロマエ』

★10
『聖☆おにいさん』

★10 『Axis powers 
ヘタリア』

★11
『排除型社会』

★11
『後期近代の眩暈』

http://amzn.to/f9VbmI
http://amzn.to/f9VbmI
http://amzn.to/hwA4fj
http://amzn.to/hwA4fj
http://amzn.to/hwA4fj
http://amzn.to/fBMnNx
http://amzn.to/fBMnNx
http://amzn.to/g6Fv6t
http://amzn.to/g6Fv6t
http://amzn.to/g6Fv6t
http://amzn.to/i3DzC4
http://amzn.to/i3DzC4
http://amzn.to/i3DzC4
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し
た
が
�
て
、
今
度
は
ひ
と
ま
ず
一
定
規
模
の
人
員

を
社
会
の
内
側
に
潜
在
的
に

0

0

0

0

大
き
く
取
り
込
ん
で
お

き
、
そ
の
う
え
で
随
時
「
自
己
」（
包
摂
さ
れ
る
者
）
と

「
他
者
」（
排
除
さ
れ
る
者
）
を
局
面
ご
と
に
区
別
し

て
い
く
と
い
う
や
り
方
が
お
の
ず
と
優
勢
に
な
�
て

く
る
わ
け
だ
。「
液リ

キ

ツ

ド

・

モ

ダ

ニ

テ

イ

状
化
す
る
近
代
」（
ジ
グ
ム
ン
ト
・

バ
ウ
マ
ン
）
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
時
代
に
典
型
的
な
、

こ
う
し
た
自
他
の
安
定
し
た
境
界
の
溶
解
し
た
社
会

の
特
徴
こ
そ
、
ヤ
ン
グ
が
「
過
剰
包
摂
」
と
名
づ
け

る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
、
ヤ
ン

グ
が
「﹇
自
己
と
他
者
が
﹈
と
も
に
多0

孔
的
で
浸
透

0

0

0

0

0

度
の
高
い
容
器

0

0

0

0

0

0

」
に
変
貌
し
、
ま
た
「
強
力
な
遠
心

力
と
求
心
力
と
を
有
す
る
社
会
で
あ
り
、
吸
収
と
排

斥
を
同
時
に
行
う
社
会
」★
12

だ
と
要
約
す
る
過
剰

包
摂
社
会
の
姿
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
そ
の
ま
ま

Tw
itter

の
Ｒ
Ｔ
やbot

の
機
能
を
抽
象
化
し
て
見
せ

て
い
る
。

「
蝶
番
の
外
れ
た
時
間
」

―
Twitter

の
「
現
ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
リ
テ

=

潜
勢
性
」

と
も
か
く
、Tw

itter

、
あ
る
い
は
そ
の
ツ
�
ル
の

特
徴
を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
Ｒ
Ｔ
や

bot

は
、
他
者
の
声
（
ツ
イ
�
ト
）
と
自
己
の
声
（
ツ

イ
�
ト
）、
過
去
と
現
在
、
非
同
期
と
同
期
と
い
�

た
対
立
を
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
（
選
択
）
の
事
実

性
・
自
明
性
の
も
と
に
局
所
的
（
偶
有
的
）
に
、
い

わ
ば
「
ゆ
る
く
」
オ
�
ヴ
�
�
ラ
�
プ
さ
せ
て
し
ま

う
。
次
に
、
こ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
哲
学
的
知
見
の

助
け
を
借
り
る
こ
と
に
し
よ
う
。
例
え
ば
、
ジ
�
�

ク
・
デ
リ
ダ
や
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
と
い
�
た
フ
ラ
ン

ス
の
ポ
ス
ト
構
造
主
義
者
た
ち
の
残
し
た
言
説
群
は
、

図
ら
ず
も
こ
う
し
た
現
代
の
事
態
を
理
解
す
る
の
に

格
好
の
枠
組
み
を
提
供
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
実
際
、『
差
異
と
反
復
』
の
ジ
ル
・
ド
�
ル

�
ズ
を
は
じ
め
、
彼
ら
が
こ
と
の
ほ
か
好
ん
だ
「
時

間
の
蝶
番
が
外
れ
て
し
ま
�
たThe tim

e is out of 

joint

」
と
い
う
、
あ
の
『
ハ
ム
レ
�
ト
』
の
よ
く
知

ら
れ
た
台
詞
は
、
Ｒ
Ｔ
が
私
た
ち
に
感
じ
さ
せ
る
独

特
の
浮
遊
し
た
時
間
感
覚
や
自
他
感
覚
（
リ
ア
リ
テ

�
）
を
実
に
よ
く
い
い
表
し
て
い
る
は
ず
だ
。

「
時
間
の
蝶
番
が
外
れ
る
こ
と
」、
ま
た
は
「
Ｒ
Ｔ

／bot

」
の
時
間
。
そ
れ
を
、
晩
年
の
ジ
�
�
ク
・

デ
リ
ダ
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
敷
衍
す
る
。

「﹇
…
﹈
き
�
と
仮
想=

潜
勢
性
と
い
う
概
念
は
、
も

は
や
そ
の
よ
う
な
哲
学
的
な
ま
�
た
く
の
平
静
さ
の

な
か
で
、
現
勢
的
な
現
実
世
界
に
対
立
さ
せ
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

が
で
き
な
い

0

0

0

0

0

も
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
想

0

0

0

0=

0

潜
勢
性
は

0

0

0

0

、

生
じ
る
出
来
事
の
構
造
に
直
に
刻
印
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
で
あ

�
て
、
イ
マ
�
ジ
�
〔
映
像
、
画
像
〕
や
言
説
、『
情

報
』
な
ど
、
前
述
の
現ア

ク

チ

ユ

ア

リ

テ

勢=

時
事
性
や
そ
の
仮
定
さ

れ
た
現
在
の
過
酷
な
現
実
性
へ
と
わ
た
し
た
ち
を
差

し
向
け
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
空
間
と
時
間
に
影
響
を

及
ぼ
す
の
で
あ
る
」★
13
。
デ
リ
ダ
は
、
一
方
の
、
多

★
12　

前
掲
『
後
期
近
代
の
眩
暈
』、
六
七
、六
九

頁
、
傍
点
引
用
者
。

★
13　

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
＋
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ス

テ
ィ
グ
レ
ー
ル
『
テ
レ
ビ
の
エ
コ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ー  

デ
リ
ダ
〈
哲
学
〉
を
語
る
』
原
宏
之
訳
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
頁
、〔　

〕
内
原
文
、

﹇　

﹈
内
及
び
傍
点
引
用
者
、
ま
た
訳
文
を
一
部

改
変
。

★13  『テレビのエ
コーグラフィー』

http://amzn.to/fuqFKt
http://amzn.to/fuqFKt
http://amzn.to/fuqFKt
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様
な
ポ
テ
ン
シ
�
ル
を
胚
胎
し
た
ま
ま
の
�
ぺ
り
と

不
可
視
の
圏
域
に
広
が
る
無
時
間
的
な
潜
在
性
（
バ

�
チ
�
リ
テ
�
）
の
領
域
か
ら
、
他
方
の
、
い
ま
・

こ
こ
に
「
リ
ア
ル
」
に
現
前
す
る
「
現
在
」（
ア
ク
チ

�
ア
リ
テ
�
）
が
立
ち
上
が
�
て
く
る
（
＝
現
働
化
す

る
）
と
い
う
、
先
の
「
過
剰
／
包
摂
」
関
係
の
よ
う

な
、
二
項
対
立
的
イ
メ
�
ジ
（「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
二

層
構
造
」！
）
を
正
面
か
ら
否
定
す
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
彼
が
考
え
る
現
代
世
界
を
支
配
す
る
独
特
の
時

間
性
と
は
、
や
は
り
、
い
わ
ば
不
可
視
の
バ
�
チ
�

リ
テ
�
と
可
視
の
ア
ク
チ
�
ア
リ
テ
�
（
非
在
と
存

在
、
過
去
と
現
在
）
と
が
、
あ
る
種
の
物
理
的
な
支
持

体―

「
ネ
�
ト
ワ
�
ク
」
や
「
エ
ク
リ
チ
�
�
ル
」

―

の
力
を
介
し
て
相
互
に
嵌
入
・
溶
解
し
合
う
よ

う
な
「
幽
霊
的
」
な
時
間
性
で
あ
る
（「
仮
想=

潜
勢

性
は
、生
じ
る
出
来
事
の
構
造
に
直
に
刻
印
さ
れ
る
」）。

モ
ル
フ
�
�
と
ヒ
�
レ
�
が
相
互
補
完
的
に
個
物
を

現
実
化
（
現
働
化
）
す
る
の
で
は
な
く
、
モ
ル
フ
�

�
と
ヒ
�
レ
�
が
互
い
に
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
曖
昧

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
保
持
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

両
義
的
な
時
間
性
。
そ
れ
を
デ
リ
ダ

は
、「
現=

潜
勢
性l

’actuvirtualité

」
と
い
う
彼
ら

し
い
カ
バ
ン
語
で
呼
ぶ
。

「
つ
く
ら
れ
る
時
間
」

―
Twitter

の
「
人ア
�
テ
イ
フ
ア
ク
チ
ユ

為=

現
勢
性ア
リ
テ」

さ
ら
に
他
方
で
、
こ
う
し
た
ア
ク
チ
�―

バ
�
チ

�
ル
（
現=

潜
勢
的
）
な
時
間
な
い
し
は
リ
ア
リ
テ
�

を
可
能
に
す
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬTw

itter

の
よ

う
な
現
代
の
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
�
そ
の
も
の
で
あ
る

こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り

現
代
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
・
デ
リ
デ
�
ア
ン
の
哲
学

者
ベ
ル
ナ
�
ル
・
ス
テ
�
グ
レ
�
ル
は
、
現
代
の
メ

デ
�
ア
技
術
を
、
脱
構
築
思
想
の
枢
要
で
あ
る
「
エ

ク
リ
チ
�
�
ル
」（
代
補
の
論
理
）
と
類
比
的
に
捉
え

る
ア
ク
チ
�
ア
ル
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ス
テ

�
グ
レ
�
ル
は
そ
の
浩
瀚
な
主
著
『
技
術
と
時
間
』

の
第
二
巻
（「
方
デ
イ
ゾ
リ
テ
�
シ
ヨ
ン

向
喪
失
」）
に
お
い
て
、
人
間
の
生

み
出
し
て
き
た
数
々
の
情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
�
（
技
術
）

の
「
外
在
化
の
プ
ロ
セ
ス
」（
人
間
の
記
憶
を
外
の
記

録
メ
デ
�
ア
に
預
け
る
こ
と
）
が
、
古
代
ギ
リ
シ
�

か
ら
「
精
神
」
や
「
認
識
論
」
と
い
�
た
内
在
性
を

重
視
す
る
西
欧
形
而
上
学
に
よ
�
て
不
当
に
等
閑
視

さ
れ
て
き
た
経
緯
を
批
判
的
に
検
証
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
現
象
学
的
問
題
系
に
深
く
依
拠
す
る
ス
テ
�

グ
レ
�
ル
が
そ
の
主
な
批
判
対
象
の
ひ
と
つ
と
す
る

ド
イ
ツ
の
哲
学
者
マ
ル
テ
�
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
�
に
よ

る
と
、
い
わ
ゆ
る
人
間
（
現
存
在
）
の
置
か
れ
る
空

間
（
環
境
世
界
）
の
特
殊
性
は
、
メ
デ
�
ア
に
よ
�

て
客
観
的
に
測
量
さ
れ
う
る
遠
隔
性
に
基
づ
く
の
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
世
界―

内―
存
在
」（
用

具
的
存
在
者
）
と
し
て
の
現
存
在
の
実
存
的
な
「
配

慮Besorgen

」
の
契
機
（
ハ
イ
デ
ガ
�
ふ
う
に
い
え
ば

「
配
視U

m
sicht

」）
に
よ
�
て
こ
そ
形
作
ら
れ
る
と

さ
れ
る
★
14
。
よ
う
は
、
そ
こ
で
は
「
技
術
性
」
は

人
間
に
と
�
て
あ
く
ま
で
も
非
本
来
的
な
（「
頽
落
」

し
た
）
存
在
と
し
か
看
做
さ
れ
な
い
。

ス
テ
�
グ
レ
�
ル
は
、
こ
う
し
た
ハ
イ
デ
ガ
�
た

ち
の
技
術
論
を
デ
リ
ダ
や
ジ
ル
ベ
�
ル
・
シ
モ
ン
ド

ン
に
倣
�
て
鮮
や
か
に
転
倒
（
脱
構
築
）
し
て
み
せ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
近
代
以
降
の
目
覚
ま
し
い
情
報
テ
ク

ノ
ロ
ジ
�
の
進
歩
は
、
人
間
の
記
憶
の
あ
り
よ
う
を

http://amzn.to/fsSlYY
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変
化
さ
せ
、「
記
憶
の
産
業
化
」
を
大
々
的
に
も
た
ら

し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
記
憶
の
外
在
化
（
差
延

的
論
理
）
を
促
進
す
る
「
技
術
性
」
こ
そ
、
実
は
人

間
の
主
体
化
の
起
源
に
す
で
に
影
響
を
及
ぼ
す
根
源

的
な
契
機
な
の
で
あ
る
、
と
（
い
う
ま
で
も
な
く
、
ス

テ
�
グ
レ
�
ル
が
「
技
術
性
と
は
代
補
の
論
理
で
あ
る
」

と
書
く
よ
う
に
、
こ
の
図
式
は
そ
の
ま
ま
前
期
デ
リ
ダ
の

「
グ
ラ
マ
ト
ロ
ジ
�
」
を
踏
ま
え
て
い
る
）★
15
。

何
に
せ
よ
、
デ
リ
ダ
は
、
九
〇
年
代
に
出
版
し
た

ス
テ
�
グ
レ
�
ル
と
の
共
著
で
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
。「
今
日
、
自
分
の
生
き
る
時
代
〔
＝
時
間
〕
を

考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
こ
と
ば
を

発
す
る
時
間
そ
の
も
の
が
人
為
的
に
生
産
さ
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
を
い
ま
だ
か
つ
て
な
か
�
た
ほ
ど
に

は
�
き
り
と
確
認
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。﹇
中

略
﹈
第
一
の
特
徴
は
、
現ア

ク

チ

ユ

ア

リ

テ

勢=

時
事
性
が
ま
さ
し
く

つ
く
ら
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
だ
」★
16
。
私
た
ち
の

現
実
＝
ア
ク
チ
�
ア
リ
テ
�
は
、
つ
ね
に
す
で
に
人

為
的
＝
技
術
的
に
仮
構
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
、

も
は
や
そ
う
し
た
物
理
的
な
支
持
体
（
メ
デ
�
ア
な

り
テ
ク
ノ
ロ
ジ
�
な
り
）
を
迂
回
せ
ず
に
は
、
私
た
ち

に
と
�
て
の
ア
ク
チ
�
ア
リ
テ
�
は
存
在
し
え
な
い
。

明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
デ
リ
ダ
の
主
張
は
先
の
ス

テ
�
グ
レ
�
ル
の
哲
学
と
も
深
く
呼
応
し
合
う
も
の

で
あ
り
、
彼
は
こ
う
し
た
事
態
を
「
現

ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
リ
テ

=

潜
勢
性
」

と
も
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、「
人
為=

現
勢
性

l ’artefactualité

」
と
名
づ
け
て
い
る
。
可
能
的
・

偶
有
的
な
潜
勢
性
が
現
勢
性
の
単
な
る
補
填
的
代
補

（
オ
ル
タ
ナ
テ
�
ヴ
）
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
潜
勢
性

0

0

0

そ
れ
じ
た
い
が

0

0

0

0

0

0

多
様
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
�
（
物
理
的
支

持
体
）
を
通
じ
て
時
間
や
空
間
、
出
来
事
の
現
勢
的

構
造
に
直
に
刻
印
さ
れ
る
よ
う
な
事
態―

デ
リ
ダ

=
ス
テ
�
グ
レ
�
ル
の
描
き
出
す
、
こ
う
し
た
現
代

に
お
け
る
「
現

ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
リ
テ

=

潜
勢
性
」「
人ア

�
テ
イ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
テ

為=

現
勢
性
」
の

氾
濫
を
如
実
に
具
現
化
す
る
も
の
こ
そ
、
も
う
繰
り

返
す
ま
で
も
な
く
、T

w
itter

の
Ｒ
Ｔ
やbot―

あ
る
い
は
、W

ikiLeaks
か
ら
過
剰
包
摂
社
会
ま

で―

が
典
型
的
に
示
す
特
異
な
リ
ア
リ
テ
�
（
反

リ
ア
リ
テ
�
？
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
例
え

ば
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、T

w
itter

は
、
今
日

の
ネ
�
ト
社
会
特
有
の
、「
ユ
�
ザ
の
活
動
す
る
現

実
世
界
（
現
勢
性
）
と
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
上
の
ウ
�
ブ

★
14　
「
現
存
在
が
そ
の
日
常
性
に
お
い
て
お

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
な
う
配
視
的
な
開
離
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、『
真
実
の
世
界

0

0

0

0

0

』
の0

―

す
な
わ
ち

0

0

0

0

、
現
存
在
が
実
存
す
る
も
の
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

し
て
い
つ
も
す
で
に
そ
の
も
と
に
い
る
存
在
者
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

―

自
体
存
在
を
発
見
す
る
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」、「
環

境
的
に
身
近
か
に
存
在
し
て
い
る
も
の
の
近
さ
遠

さ
に
つ
い
て
決
定
を
く
だ
す
の
は
、
配
視
的
配
慮

で
あ
る
」、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
存

在
と
時
間
』
上
巻
、
細
谷
貞
雄
訳
、
ち
く
ま
学
芸

文
庫
、
一
九
九
四
年
、
二
三
七
、二
三
八
頁
、
傍

点
原
文
。

★
15　

つ
け
加
え
て
お
け
ば
、
こ
の
よ
う
な
ス

テ
ィ
グ
レ
ー
ル
哲
学
が
注
目
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
持
つ
「
差
延
的
論
理
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

参
照
し
て
い
る
ル
ー
マ
ン
が
自
身
の
オ
ー
ト
ポ
イ

エ
テ
ィ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム
の
再
帰
的
な
自
己
言
及

性
の
構
造
と
繰
り
返
し
類
比
づ
け
て
い
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ

ン
『
社
会
の
芸
術
』
馬
場
靖
雄
訳
、
法
政
大
学
出

版
局
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一
九
頁
な
ど
を
参
照
の

こ
と
。

★
16　

前
掲
『
テ
レ
ビ
の
エ
コ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ー
』、

九
〜
一
〇
頁
、〔　

〕
内
及
び
傍
点
原
文
、
訳
文

を
一
部
改
変
。

★14　
『存在と時間』

★15
『社会の芸術』

http://amzn.to/fGj8Hy
http://amzn.to/fGj8Hy
http://amzn.to/fGj8Hy
http://amzn.to/g4UO7E
http://amzn.to/g4UO7E
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空
間
（
潜
勢
性
）
と
の
距
離
感
が
深
く
密
着
し
て
い

る
」
と
い
う
社
会
形
態
に
現
時
点
で
最
も
効
率
よ
く

適
応
し
て
い
る
ツ
�
ル
と
看
做
し
う
る
。
こ
の
こ
と

は
、Tw

itter
が
、
現
代
に
お
い
て
「
現

ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
リ
テ

=

潜
勢
性
」

「
人ア

�
テ
イ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
テ

為=

現
勢
性
」
の
文
化
的
構
造
を
よ
り
発
動
さ

せ
や
す
い
領
域
を
形
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

こ
れ
も
改
め
て
触
れ
て
お
け
ば
、
濱
野
が
注
目
し
て

い
たTw

itter

の
、「
非
同
期
」
な
潜
在
的
領
域
を
た

ゆ
た
う
無
数
の
「
他
人
」
の
ツ
イ
�
ト
が
、「
私
」
の

い
ま
・
こ
こ
の
選
択
に
よ
�
て
／
と
し
て
現
勢
化
す
る

「
選
択
同
期
性
」
な
る
も
の
も
ま
た
、
い
�
て
み
れ

ば
、
こ
の
「
現

ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
リ
テ

=

潜
勢
性
」「
人ア

�
テ
イ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
テ

為=

現
勢
性
」
の
ひ

と
つ
の
具
体
的
帰
結
な
の
だ
。

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
はTwitter

の
夢
を
見
た
か

さ
て
、
こ
う
し
た
ポ
ス
ト
構
造
主
義
者
た
ち
の
言

説
の
中
で
も
、「
私
は
《
発
信
者
》
の
社
会
（
私
自
身
、

発
信
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
）
の
中
に
生
き
て
い
る
」
と
、

い
つ
も
の
よ
う
に
や
や
戸
惑
い
が
ち
に
宣
言
し
て
み

せ
る
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
の
言
葉
は
、現
在
の「Tw

itter

的
状
況
」
を
予
言
的
に
示
し
た
言
説
と
し
て
は
圧
倒

的
に
美
し
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

﹇
…
﹈
新
し
い
主
体
の
実
践
に
つ
い
て
の
理
論
が

今
日
ま
さ
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
理

論
に
よ
れ
ば
、
友
だ
ち
は
み
な
相
互
の
あ
い
だ

で
ネ
�
ト
ワ
�
ク
を
か
た
ち
づ
く
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
は
、
自
己
を
そ
の
《
外
部
に

／
内
部
に
》
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
る
は
ず
で
あ

り
、
会
話
を
交
わ
す
た
び
に
そ
の
会
話
に
よ
�
て

ヘ
テ
ロ
ト
ピ
�
の
問
い
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
。

さ
ま
ざ
ま
の
欲
望
の
う
ち
の
、
い
�
た
い
ど
こ
に

私
は
い
る
の
か
？　
私
は
今
、
そ
の
欲
望
の
ど
こ

ま
で
来
て
い
る
の
か
？
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
こ

の
問
い
は
、
有
為
転
変
を
つ
づ
け
る
友
情
の
進
展

に
よ
�
て
私
に
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
�
た
。
そ
の

よ
う
に
し
て
、
毎
日
、
そ
の
日
か
ぎ
り
、
ひ
と
つ

の
熱
烈
な
テ
ク
ス
ト
、
魔
術
的
な
テ
ク
ス
ト
が
書

か
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
決
し
て
完
結
す

る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。〝
解
放
さ
れ
た
本
〞
の
、

光
り
輝
く
イ
メ
�
ジ
で
あ
る
。
★
17

こ
こ
で
バ
ル
ト
が
夢
想
す
る
「
新
し
い
主
体
に
つ

い
て
の
理
論
」
と
、
そ
れ
が
生
み
出
す
「
決
し
て
完

結
す
る
こ
と
の
な
い
」「
光
り
輝
く
」「〝
解
放
さ
れ
た

本
〞」。
そ
れ
は
、
互
い
に
終
わ
り
の
な
い
会
話
を
交

わ
し
続
け
る
無
数
の「
友
だ
ち
」
た
ち
の「
ネ
�
ト
ワ

�
ク
」（
親
密
圏
）
が
、
彼
ら
の
多
様
で
リ
ゾ
�
ム
的

な
欲
望
の
渦
の
中
で
自
他
の
区
別
を
見
失
い
、「
有

為
転
変
を
つ
づ
け
る
友
情
の
進
展
」
に
甘
美
に
身
を

ま
か
せ
て
綴
ら
れ
る
「
魔
術
的
な
テ
ク
ス
ト
」
の
連

★
17　

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
「
友
だ
ちL

es 

am
is

」、『
彼
自
身
に
よ
る
ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
』

佐
藤
信
夫
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
九
年
、

八
六
〜
八
七
頁
、﹇　

﹈
内
引
用
者
、
ま
た
原
文

を
一
部
改
変
。

★17  『彼自身によ
るロラン・バルト』

http://amzn.to/e4nU3c
http://amzn.to/e4nU3c
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鎖
で
あ
る
。
多
少
の
牽
強
付
会
を
恐
れ
ず
に
い
え
ば
、

あ
の
晩
年
の
バ
ル
ト
の
身
振
り
を
も
ど
こ
か
髣
髴

と
さ
せ
る
よ
う
な
、
軽
や
か
で
失
敗
を
恐
れ
ぬ
、
適

度
に
く
つ
ろ
い
だ
（
ゆ
る
い

0

0

0

）―

つ
ま
り
は
、
徹

底
し
て
「
素ア

マ

チ

ユ

�

ル

人
＝
遊
び
半
分
」
の
「
つ
ぶ
や
き
」
で

し
か
な
い
こ
の
魔
術
的
テ
ク
ス
ト
の
ネ
�
ト
ワ
�
ク

こ
そ
、
今
日
に
お
い
て
紛
れ
も
な
くTw

itter

が
実

現
し
て
い
る
様
態
だ
と
い
�
て
よ
い
。
ま
た
、
明
ら

か
な
よ
う
に
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
バ
ル
ト
が
そ

の
「Tw

itter

的
夢
想
」
に
お
い
て
「
そ
の
ひ
と
り
ひ

と
り
は
、
自
己
を
そ
の
《
外
部
に
／
内
部
に
》
あ
る

も
の
と
し
て
捉
え
」、
そ
の
中
で
「
さ
ま
ざ
ま
の
欲

望
の
う
ち
の
、
い
�
た
い
ど
こ
に
私
は
い
る
の
か
？

　

私
は
今
、
そ
の
欲
望
の
ど
こ
ま
で
来
て
い
る
の

か
？
」
と
問
う
と
記
す
よ
う
に
、
テ
ク
ス
ト
を
綴
る

「
友
だ
ち
」
た
ち
の
メ
�
セ
�
ジ
は
、
時
に
そ
の
自

他
関
係
、
前
後
関
係
を
亡
失
し
、
幽
霊
の
よ
う
に
存

在
の
混
淆
状
態
（「
ヘ
テ
ロ
ト
ピ
�
」）
を
た
ゆ
た
う
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
ま

さ
にT

w
itter

の
Ｒ
Ｔ
の
よ
う
に
、
「
私
」
と
「
他

者
」
の
同
一
性
は
世
界
に
対
し
て
な
し
崩
し
的
に
溶

解
し
て
い
く
。
バ
ル
ト
は
『
彼
自
身
に
よ
る
ロ
ラ

ン
・
バ
ル
ト
』
の
別
の
箇
所
で
、「
無
限
に
細
分
化
さ

れ
た
社
会
」
に
典
型
的
な
兆
候
で
あ
る
、
こ
う
し
た

複
数
性
そ
の
も
の
に
惹
き
つ
け
ら
れ
た
主
体
の
あ
り

よ
う
を
「
差
異
に
惹
き
つ
け
ら
れ
る
、
要
す
る
に
フ

�
リ
エ
主
義
の
哲
学
で
あ
る
」★
18

と
要
約
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
そ
の
「
フ
�
リ
エ
主
義
の
哲
学
」
が

描
き
出
す
世
界
に
お
い
て
は
、
自
己
と
他
者
、
現
在

と
過
去
、
現
実
と
虚
構
…
…
と
い
�
た
、
あ
ら
ゆ
る

二
項
対
立
関
係
が
第
一
に
忌
避
さ
れ
る
。「
意
味
と
性

と
が
、
自
由
な
ゲ
�
ム
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
ゲ
�

ム
の
中
で
は
、
二
分
制
の
牢
獄
か
ら
解
き
放
た
れ
た

さ
ま
ざ
ま
の
（
多
義
的
な
）
形
式
と
（
官
能
的
な
）
実

践
と
が
、
無
限
の
拡
散
状
態
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
る
」

★
19
…
…
。

ユ
ー
ト
ピ
ー
と
し
て
のTwitter

？

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
批
評
家
バ
ル
ト
の
め
く
る
め

く
言
辞
は
、
こ
の
Ｒ
Ｔ
／bot

的
な
「
二
者
択
一
が
拒

絶
さ
れ
た
」―

「
パ
ラ
デ
�
グ
マ
が
混
乱
さ
せ
ら

れ
た
」―
「Tw

itter

（
Ｒ
Ｔ
）
的
状
況
」
を
、
い

さ
さ
か
唐
突
な
調
子
で
「
ユ
�
ト
ピ
�
」
と
さ
え
呼

ん
で
し
ま
う
。

次
の
よ
う
な
自
由
、
あ
え
て
言
え
ば
愛
の
流
動

性
と
で
も
呼
べ
そ
う
な
も
の
を
そ
な
え
た
社
会
集

団
を
想
像
し
て
み
て
は
ど
ん
な
も
の
か
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
集
団
の
人
々
は
、
姓
抜
き
の
個
人
名
や

シ
フ
タ
�
だ
け
を
使
�
て
話
を
し
、
誰
も
が
み
な
、

《
私
》、《
明
日
》、《
あ
そ
こ
》
な
ど
と
し
か
言
わ

ず
、
法
律
的
な
も
の
い
�
さ
い
へ
の
言
及
を
し
な

い
、
と
い
う
集
団
だ
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
《
差
異

の
輪
郭
が
ぼ
や
け
て
い
る
こ
と
》（
差
異
の
も
つ
微

妙
さ
や
そ
の
無
限
の
反
響
を
尊
重
す
る
唯
一
の
や
り
か

★
18　

同
前
、「
ユ
ー
ト
ピ
ー
は
何
の
役
に
立
つ

の
かA

 quoi sert l’utopie

」、
一
〇
九
頁
。

★
19　

同
前
、「
能
動
的
／
受
動
的A

ctif / 

passif

」、
二
〇
八
頁
。
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た
）
こ
そ
言
語
の
も
�
と
も
貴
重
な
価
値
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
な
集
団
で
あ
る
。
★
20

「
ユ
�
ト
ピ
�
と
し
て
の
シ
フ
タ
�
」
と
名
づ
け
ら

れ
た
、
こ
れ
も
ま
た
こ
と
の
ほ
か
「
美
し
い
」
断
章

の
中
で
綴
ら
れ
た
「
シ
フ
タ
�shifter

」（
転
換
子
）

と
は
、
主
に
構
造
主
義
言
語
学
（
プ
ラ
ハ
言
語
学
サ
�

ク
ル
）
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
ロ
マ
ン
・
ヤ
コ
ブ
ソ

ン
の
用
い
た
術
語
で
あ
る
。
シ
フ
タ
�
は
、
言
語
使

用
に
お
い
て
、
具
体
的
に
は
「
私
」「
あ
な
た
」
と
い

�
た
代
名
詞
に
代
表
さ
れ
る
、
そ
の
現
実
の
指
示
対

象
が
そ
の
都
度
の
対
話
者
と
の
関
係
に
お
い
て
の
み

決
定
さ
れ
る
と
い
う
高
度
に
文
脈
依
存
的
な
単
語
を

意
味
す
る
★
21
。
い
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、「
い
ま
」

「
こ
こ
」「
私
」―

そ
し
て
、
何
よ
り
（T

w
itter

の
ス
ロ
�
ガ
ン
で
も
あ
る
）「
い
ま
ど
う
し
て
る
？

W
hat's H

appening?

」
な
ど
と
い
う
記
号
（
潜
勢

性
）
が
そ
の
と
き
ど
き
の
発
話
者
の
使
用
＝
選
択
に

よ
�
て
、
自
在
に
「
現
勢
化
」（
定
位
・
転
位
・
転
換
）

さ
れ
て
い
�
て
は
ま
た
中
有
に
遠
の
い
て
い
く
、
柔

軟
で
遊
戯
的
な
操
作
系
の
束
で
あ
る
。
晩
年
の
バ
ル

ト
が
夢
想
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
「
シ
フ
タ
�
だ
け

を
使
�
て
話
を
し
、
誰
も
が
み
な
、《
私
》、《
明
日
》、

《
あ
そ
こ
》
な
ど
と
し
か
言
わ
ず
」、
何
よ
り
も
「
そ

こ
で
は
《
差
異
の
輪
郭
が
ぼ
や
け
て
い
る
こ
と
》」、

す
な
わ
ち
、
自
他
の
同
一
性
を
撹
乱
す
る
「
差
異
の

も
つ
微
妙
さ
や
そ
の
無
限
の
反
響
」
に
こ
そ
鋭
敏
に

反
応
す
る
人
々
の
多
様
な
交
歓
の
形
態
＝
「
ユ
�
ト

ピ
�
」
で
あ
�
た
。
そ
れ
を
バ
ル
ト
の
よ
う
に
「
愛

の
流
動
性
」
と
呼
ん
で
し
ま
う
か
ど
う
か
、
同
時
代

に
生
き
る
筆
者
と
し
て
は
い
さ
さ
か
判
断
に
躊
躇
す

る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
携
帯
メ
�

ル
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
�
�
ト
メ
�
セ

�
ジ
サ
�
ビ
ス
）
に
取
り
囲
ま
れ
た
私
た
ち
の
日
常
や

実
存
は
、
確
か
に
こ
の
七
〇
年
代
半
ば
の
バ
ル
ト
の

い
う
「
シ
フ
タ
�
に
よ
る
ユ
�
ト
ピ
�
」
を
身
も
蓋

も
な
く
実
現
し
て
し
ま
�
て
い
る
。
そ
し
て
、
携
帯

電
話
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
か
ら
派
生
し
た
と
も
い
わ
れ
る
一
四
〇

文
字
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
・
ツ
�
ル
のTw

itter

と
は
、
二
〇
一
一
年
の
現
在
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
バ

ル
ト
の
夢
想
を
最
も
象
徴
す
る
、
特
権
的
な
「
ユ
�

ト
ピ
�
」
を
築
き
上
げ
て
い
る
と
い
�
て
よ
い
★
22
。

＊

映
像
圏
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

「
現=

潜
勢
性
」「
人
為=

現
勢
性
」「
シ
フ
タ
ー
」

で
は
、
こ
う
し
たT

w
itter

周
辺
の
分
析
を
踏

ま
え
て
、
も
う
一
度
最
後
に
、
改
め
て
映
像
圏
シ
ス

テ
ム
の
検
討
に
戻
�
て
こ
よ
う
。
以
上
の
よ
う
な

T
w

itter―

そ
の
Ｒ
Ｔ
やbot―

の
孕
ん
で
い

る
、「
現

ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
リ
テ

=

潜
勢
性
」「
人ア

�
テ
イ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
テ

為=

現
勢
性
」「
シ
フ
タ
�

に
よ
る
ユ
�
ト
ピ
�
」
な
ど
の
特
性
は
、
現
在
の
映

★
20　

同
前
、「
ユ
ー
ト
ピ
ー
と
し
て
の
シ
フ
タ
ー

L
e shifter com

m
e utopie

」、
二
六
三
頁
。

★
21　

ロ
マ
ー
ン
・
ヤ
ー
コ
ブ
ソ
ン
「
転
換
子
と

動
詞
範
疇
と
ロ
シ
ア
語
動
詞
」、『
一
般
言
語
学
』

川
本
茂
雄
監
修
、
田
村
す
ゞ
子
他
訳
、
み
す
ず
書

房
、
一
九
七
三
年
、
一
五
五
頁
参
照
。

★21  
『一般言語学』

http://amzn.to/fPsOyX
http://amzn.to/fPsOyX
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像
圏
的
リ
ア
リ
テ
�
や
そ
の
表
象
シ
ス
テ
ム
を
考
え

る
に
あ
た
�
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ

う
か
。

例
え
ば
、
デ
リ
ダ=

ス
テ
�
グ
レ
�
ル
の
い
う

「
現

ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
リ
テ

=

潜
勢
性
」「
人ア

�
テ
イ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
テ

為=
現
勢
性
」
の
問
題
系
に
関

し
て
い
え
ば
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
映
像
圏
シ
ス
テ
ム

の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
何

回
で
も
繰
り
返
す
が
、
映
像
圏
と
は
、
イ
ン
タ
�
ネ

�
ト
や
各
種
ア
�
キ
テ
ク
チ
�
（
セ
キ
�
リ
テ
�
）
な

ど
現
在
の
情
報
社
会
を
取
り
巻
く
「
表
象
の
例
外
状

態
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
文
化
的
様
態
（
記
号
に
対
す

る
リ
ア
リ
テ
�
）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

そ
こ
で
は
、
従
来
の
表
象
文
化
論
や
テ
ク
ス
ト
批
評

の
ス
キ
�
ム
が
根
差
し
て
い
た
よ
う
な
、「
見
え
る

も
の
／
見
え
な
い
も
の
」（
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
�
）、
い

い
換
え
れ
ば
「
現
勢
性
／
潜
勢
性
」
と
い
う
リ
ジ

�
ド
な
二
項
対
立
関
係
が
軒
並
み
失
効
し
て
い
く

と
い
う
事
態
で
あ
る
。
私
た
ち
の
目
の
前
に
「
現
勢

化
」
し
て
い
る
表
象
の
物
質
性
・
表
層
性
（「
文テ
ク
ス
ト字
」

の
「
肌
テ
ク
ス
チ
ユ
ア
理
」）
の
背
後
に
、
不
可
視
の
「
現
実
」（
単

独
性
・
固
有
性
）
と
い
う
「
潜
勢
性
」
が
予
期
さ
れ
、

そ
う
し
た
本
来
的
な
潜
勢
性
（「
表
象
の
奈
落
」）
に
何

ら
か
の
「
超
越
論
的
」
あ
る
い
は
「
政
治
的
」
な
ア

ク
ロ
バ
�
ト
を
通
じ
て
触
知
（
の
不
可
能
性
）
を
試

み
る
、
と
い
う
の
が
、
表
象
文
化
論
に
せ
よ
テ
ク
ス

ト
論
に
せ
よ
、
二
〇
世
紀
後
半
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
な

文
化
理
論
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
あ
�
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
う
し
た
「
見
え
る
も

の
／
見
え
な
い
も
の
」
の
確
定
的
・
安
定
的
な
区
分

を
否
定
す
る
。
例
え
ば
、
監
視
キ
�
メ
ラ
の
記
録
映

像
や
ケ
�
タ
イ
動
画
な
ど
の
瑣
末
な
フ
�
テ
�
ジ
の

群
れ
が
い
つ
で
も
あ
る
種
の
「
映
画
（
的
な
イ
メ
�

ジ
）」
と
し
て
「
現
勢
化
」
し
え
る
契
機
（
チ
�
ン
ス
）

に
曝
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
映
像
圏
の
環
境
は
、
現

実
の
領
域
に
多
様
な
記
号
の
差
異
化
運
動
（
グ
ラ
デ

�
シ
�
ン
）
を
フ
ラ
�
ト
に
瀰
漫
さ
せ
、
そ
こ
か
ら

い
く
つ
も
の
具
体
的
な
表
象
（
物
質
）
を
複
層
的
に

派
生
さ
せ
続
け
る
の
だ
。
こ
う
し
た
い
わ
ば
（
擬
似

ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
に
典
型
的
な
）「
い
ま
・
こ
こ
の

『
現
実
』
に
密
着
し
た
記
号
（
虚
構
）
の
生
育
環
境
」

と
し
て
の
映
像
圏
は
、Tw

itter

の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�

シ
�
ン
が
体
現
す
る
「
現=

現
勢
性
」
や
「
人
為=

現
勢
性
」
を
も
正
確
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

★
23
。

★
22　

蛇
足
な
が
ら
、
一
言
つ
け
加
え
て
お
け

ば
、朝
吹
真
理
子
の
小
説
『
流
跡
』（
一
〇
年
）
は
、

「
水
」
と
い
う
詩
的
形
象
に
仮
託
し
て
、
こ
う
し

た
自
他
（「
ひ
と
や
ひ
と
で
な
い
も
の
た
ち
」）
が

一
連
の
記
号
の
諸
相
の
も
と
に
混
淆
し
合
う
「
愛

の
流
動
性
」（
ユ
ー
ト
ピ
ー
）
そ
の
も
の
を
描
い

た
「Tw

itter

的
」
な
作
品
だ
と
看
做
し
う
る
。

あ
る
い
は
、
牧
田
真
有
子
の
短
篇
「
今
ど
こ
？
」

（『
Ｗ
Ｂ
』vol.20

所
収
）
は
、
そ
の
題
名
通
り
、

複
数
の
登
場
人
物
た
ち
が
使
う
「
転
換
子
」（「
今

ど
こ
？
」「
こ
こ
」）
が
小
説
の
物
語
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
効
果
的
に
配
置
さ
れ
、
つ
い
に
は
そ
れ
ら

の
転
換
子
が
逆
説
的
に
人
物
た
ち
の
心
情
や
小
説

の
風
景
そ
の
も
の
を
「
宙
吊
り
の
場
所
」
に
変
容

さ
せ
て
い
く
さ
ま
を
、
淡
々
と
し
た
筆
致
で
描
き

上
げ
て
い
る
。

★22　「今どこ？」 ★22　『流跡』

http://amzn.to/gpiu1k
http://amzn.to/gpiu1k
http://www.bungaku.net/wasebun/freepaper/vol020.html
http://www.bungaku.net/wasebun/freepaper/vol020.html


19

い
ず
れ
に
せ
よ
、
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
が
、
例
え
ば

ケ
�
タ
イ
動
画
（
モ
バ
イ
ル
・
フ
�
ル
ム
）
や
、
最
近

と
み
に
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
の

よ
う
な
、「
現=
潜
勢
性
／
人
為=

現
勢
性
」
を
具

現
化
す
る
、
現
実
と
記
号
を
め
ぐ
る
カ
ジ
�
ア
ル
な

操
作
系
に
総
じ
て
親
和
的
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
ま
た
、
バ
ル
ト
の
考
え
る
「
シ
フ
タ
�
に
よ
る
ユ

�
ト
ピ
�
」
と
も
連
な
�
て
い
る
と
考
え
て
不
思
議

は
な
い
。
も
と
よ
り
、
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
、
シ

フ
タ
�
が
、
つ
ね
に
「
い
ま
・
こ
こ
」
の
現
実
の
指

示
対
象
と
の
直
接
的
関
係
に
お
い
て
の
み
そ
の
意
味

を
決
定
で
き
る
文
脈
依
存
的
な
性
質
を
持
つ
も
の
な

ら
ば
、
そ
れ
は
ス
�
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
や
ロ
ザ
リ
ン

ド
・
ク
ラ
ウ
ス
な
ど
の
写
真
論
や
現
代
美
術
批
評
が

か
ね
て
か
ら
指
摘
し
た
よ
う
に
★
24
、
む
し
ろ
言
語

記
号
よ
り
も
ま
さ
に
絵
画
や
写
真
、
そ
し
て
映
画
の

よ
う
な
視
覚
的
イ
メ
�
ジ
を
用
い
る
「
指
標
的
」
な

表
現
に
お
い
て
こ
そ
当
て
嵌
ま
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
事
実
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
先
駆
的
な
メ
デ

�
ア
・
ア
�
テ
�
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
研
究
者
と
し

て
も
知
ら
れ
る
ジ
�
ン=

ル
イ
・
ボ
ワ
シ
エ
は
、
ケ

�
タ
イ
・
ム
�
ヴ
�
�
（
モ
バ
イ
ル
・
フ
�
ル
ム
）
を

「
シ
フ
タ
�
」
と
の
類
比
で
語
�
て
い
る
★
25
。

現
代
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
描
く

「
見
え
る
も
の
」
と
「
見
え
な
い
も
の
」

も
う
少
し
敷
衍
し
よ
う
。
と
は
い
え
、
こ
う
し

たTw
itter

的
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
に
も
通
じ
る

よ
う
な
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
単
純
に
イ

ン
タ
�
ネ
�
ト
の
よ
う
な
先
端
的
な
情
報
イ
ン
フ

ラ
の
工
学
的
構
造
を
介
し
て
、
パ
フ
�
�
マ
テ
�
ヴ

な
形
で
の
み
実
現
し
う
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
む

ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ

れ
ら
が
現
代
の
新
た
な
文
化
的
構
造
の
変
容
に
よ
�

て
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
前
景
化
し
て
き
た
こ
と
は
確

か
だ
が
、
他
方
で
、
そ
れ
は
ま
�
た
く
新
し
い
も
の

で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
詳

★
23　

ま
た
、
こ
う
し
た
映
像
圏
の
「
現
＝
潜
勢

性
」「
人
為
＝
現
勢
性
」
を
考
え
る
際
に
、
今
回

は
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
現
在

急
速
に
注
目
を
集
め
て
い
る
、「
セ
カ
イ
カ
メ
ラ
」

の
よ
う
な
「
Ａ
Ｒ
」（
拡
張
現
実
）
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。Ａ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、

次
回
以
降
に
ま
た
改
め
て
詳
し
く
論
じ
る
予
定
で

あ
る
。

★
24　

ち
な
み
に
、
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
ソ

ン
タ
グ
や
ク
ラ
ウ
ス
は
、
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
の
シ
フ

タ
ー
と
同
じ
く
、「
そ
の
意
味
が
そ
の
指
示
対
象

に
対
す
る
物
理
的
関
係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
タ
イ

プ
の
記
号
」
を
指
す
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
Ｃ
・
Ｓ
・

パ
ー
ス
の
記
号
論
で
使
わ
れ
る
「
指
標Index

」

と
い
う
概
念
を
写
真
や
絵
画
の
特
性
に
当
て
嵌
め

て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
パ
ー
ス
の
指
標
と
ヤ
コ
ブ

ソ
ン
の
シ
フ
タ
ー
の
同
型
性
を
指
摘
し
た
の
は
、

ク
ラ
ウ
ス
で
あ
る
。
ス
ー
ザ
ン
・
ソ
ン
タ
グ
『
写

真
論
』
近
藤
耕
人
訳
、
晶
文
社
、
一
九
七
九
年
、

一
五
六
頁
、
及
び
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ク
ラ
ウ
ス
「
指

標
論 

パ
ー
ト
１
」、『
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
反
復
』

小
西
信
之
訳
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九
四
年
、

一
六
三
頁
を
参
照
。

★
25　

ジ
ャ
ン
＝
ル
イ
・
ボ
ワ
シ
エ
「
手
渡
し
さ

れ
る
映
画―

ケ
ー
タ
イ
時
代
の
技
術
と
表
現

を
め
ぐ
っ
て
」（
村
上
華
子
訳
）　http://w

w
w

.

fnm
.geidai.ac.jp/pocketfilm

s/2009/

ja/report/boissier3.htm
l

★23
<Sekai Camera Web>

★24　『オリジナ
リティと反復』

★24　『写真論』

http://sekaicamera.com/
http://sekaicamera.com/
http://amzn.to/fMO3c6
http://amzn.to/fMO3c6
http://amzn.to/hi7VlI
http://amzn.to/hi7VlI
http://amzn.to/fMO3c6
http://www.fnm.geidai.ac.jp/pocketfilms/2009/ja/report/boissier1.html
http://www.fnm.geidai.ac.jp/pocketfilms/2009/ja/report/boissier1.html
http://www.fnm.geidai.ac.jp/pocketfilms/2009/ja/report/boissier1.html
http://www.fnm.geidai.ac.jp/pocketfilms/2009/ja/report/boissier1.html
http://www.fnm.geidai.ac.jp/pocketfilms/2009/ja/report/boissier1.html
http://www.fnm.geidai.ac.jp/pocketfilms/2009/ja/report/boissier1.html
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論
し
て
き
た
よ
う
な
、
現
代
のTw

itter

の
Ｒ
Ｔ
や

bot
が
多
分
に
示
し
て
い
る
「
現

ア
ク
チ
ユ
ヴ
イ
ル
チ
ユ
ア
ル

=

潜
勢
的
」
か
つ

「
人ア

�
テ
イ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
ル

為=
現
勢
的
」
な
リ
ア
リ
テ
�
の
様
態
を
巧
み

に
イ
メ
�
ジ
と
し
て
「
現
勢
化
」
し
た
稀
有
な
映
像

テ
ク
ス
ト
（
フ
�
ル
ム
）
を
映
画
史
の
中
か
ら
い
く

つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
今
回
は
そ

の
中
で
も―

そ
れ
こ
そTw

itter
の
よ
う
に―

「
フ
�
ク
シ
�
ン
」（
劇
映
画
）
に
比
較
し
て
、
そ
の

記
号
の
操
作
系
が
よ
り
剝
き
出
し
の
「
現
実
」
と
の

関
わ
り
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
、「
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ

�
」
と
い
う
ジ
�
ン
ル
に
区
分
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
に

注
目
し
て
み
た
い
。

例
え
ば
、
小
川
紳
介
や
土
本
典
昭
と
い
�
た
戦
後

日
本
を
代
表
す
る
優
れ
た
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
ス
ト
た

ち
は
、
い
ず
れ
も
「
見
え
な
い
も
の
」（
潜
勢
性
）
の

領
域
を
「
見
え
る
も
の
」（
現
勢
性
）
に
す
る
こ
と
と

い
う
課
題
に
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
よ
う
に
思

え
る
。
例
え
ば
、
土
本
が
『
水
俣　

患
者
さ
ん
と
そ

の
世
界
』（
七
一
年
）
に
始
ま
る
一
連
の
豊
穣
な
水
俣
闘

争
を
め
ぐ
る
ラ
イ
フ
ワ
�
ク
に
お
い
て
、「
水
俣
病
」

と
い
う
当
時
、病
像
的
か
つ
社
会
的
（
法
制
的
）
に
こ

と
ご
と
く
不
可
視
の
領
域
に
あ
�
た
存
在
を
懸
命
に

「
現
勢
化
」（「
問
題
化
」）
し
よ
う
と
試
み
た
よ
う
に
。

し
か
も
、
水
俣
病
の
場
合
は
、
そ
の
病
因
の
多
く
が

不
可
視
の
領
域
に
あ
る
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
無
数
の

患
者
た
ち
の
心
身
の
苦
痛
や
社
会
的
弊
害
だ
け
は
顕

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

在
的
に
現
れ
て
い
た

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
キ
�
メ
ン
タ

リ
ス
ト
と
し
て
の
土
本
の
生
涯
の
課
題
は
、
そ
う
し

た
水
俣
病
に
現
れ
た
、「
潜
勢
性
と
現
勢
性
の
乖
離
」

を
い
か
に
し
て
一
瞬
の
う
ち
に
「
同
期
」
さ
せ
る
か
、

そ
の
こ
と
に
あ
�
た
と
も
い
え
よ
う
。

繰
り
返
す
よ
う
に
、
そ
う
し
た
「
見
え
る
も
の
／

見
え
な
い
も
の
」
の
関
係
性
の
真
摯
な
模
索
は
小
川

の
諸
作
品
に
も
認
め
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
小
川
の

場
合
、
そ
の
課
題
は
土
本
に
較
べ
て
さ
ほ
ど
困
難
を

伴
う
も
の
で
は
な
か
�
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
例
え

ば
、
後
期
の
「
過
剰
」
な
傑
作
『
ニ
�
ポ
ン
国
古
屋

敷
村
』（
八
二
年
）
の
前
半
近
く
に
描
か
れ
る
、
稲
作

の
冷
害
に
苦
し
む
山
形
の
山
村
・
古
屋
敷
村
の
田
圃

の
地
質
を
調
査
す
る
科
学
映
画
さ
な
が
ら
の
シ
�
ク

エ
ン
ス
に
せ
よ
、
そ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
な
、

既
存
の
表
象
文
化
論
／
テ
ク
ス
ト
論
的
な
構
図―

つ
ま
り
、
不
可
視
の
領
域
に
あ
る
田
圃
の
「
地
質
」

（
潜
勢
性
）
の
状
態
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
測
装
置
（
記

号
的
数
値
）
を
介
し
て
可
視
化
（
現
勢
化
）
し
、
他
方

で
そ
う
し
た
移
行
プ
ロ
セ
ス
じ
た
い
を
ス
ク
リ
�
ン

（
物
質
的
表
層
）
と
し
て
の
「
地
面
」
の
み
を
映
す
田

村
正
毅
の
キ
�
メ
ラ
が
媒
介
的
に
表
示
す
る
…
…
と

い
う
表
現
に
一
貫
し
て
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

だ
が
、
そ
う
し
た
小
川
に
対
し
て
、
土
本
の
フ

�
ル
ム
は
、
ど
こ
か
よ
り
複
雑
な
貌
を
帯
び
て
い
る
。

例
え
ば
、
そ
の
こ
と
を
一
九
八
〇
年
に
撮
ら
れ
た
『
海

と
お
月
さ
ま
た
ち
』
と
い
う
中
篇
フ
�
ル
ム
に
お
い

て
見
て
み
よ
う
。
同
じ
水
俣
の
不
知
火
海
（
八
代
海
）

を
舞
台
と
し
て
い
な
が
ら
、
近
代
的
な
公
害
病
の
現

実
を
冷
厳
に
ま
な
ざ
す
一
連
の
「
水
俣
」
連
作
と
は

対
照
的
に
、
絵
本
の
よ
う
な
メ
ル
ヘ
ン
テ
�
�
ク
さ

す
ら
漂
わ
せ
る
こ
の
美
し
い
佳
品
は
、
水
俣
沿
岸
で

イ
カ
や
鯛
の
一
本
釣
り
漁
に
よ
り
生
計
を
立
て
る
漁

師
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
丹
念
に
取
材
し
た
ド
キ
�

http://www.yidff.jp/2007/cat035/07c040.html#t2
http://www.yidff.jp/2007/cat035/07c040.html#t2
http://cine.co.jp/php/detail.php?siglo_info_seq=3
http://cine.co.jp/php/detail.php?siglo_info_seq=3
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メ
ン
タ
リ
�
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
映
画
の
中
で
、

緩
慢
に
揺
れ
る
漁
船
の
甲
板
か
ら
、
陽
に
焼
け
た
黒

い
肌
を
晒
す
老
練
の
漁
師
が
海
中
に
垂
ら
し
た
釣
り

糸
で
鯛
を
す
な
ど
る
印
象
深
い
シ
�
ク
エ
ン
ス
が
あ

る
。
絶
妙
の
間
合
い
で
海
中
に
揺
曳
す
る
釣
り
糸
を

手
繰
り
、
狙
い
の
獲
物
を
巧
み
に
漁い

さ

る
老
漁
師
の
一

連
の
姿
を
、
土
本
の
キ
�
メ
ラ
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可

視
の
海
中
に
漂
�
て
い
る
は
ず
の
釣
餌
を
手
繰
る
漁

師
の
微
妙
な
指
先
の
動
き
や
、
彼
の
鋭
く
水
面
を
凝

視
す
る
両
眼
の
ク
ロ
�
ス
ア
�
プ
の
み
で
構
成
し
て

い
く
。
不
可
視
の
海
中
の
奥
底
に
沈
ん
だ
釣
り
糸
と

暗
い
水
面
に
仄
見
え
る
魚
影
、
そ
し
て
、
そ
の
一
瞬

あ
と
に
、
釣
餌
を
捕
食
し
て
見
事
に
白
日
の
も
と
に

釣
り
あ
げ
ら
れ
る
魚―

こ
こ
に
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
あ
の
潜
勢
性
か
ら
現
勢
性
へ
、
と
い
う
お
馴
染

み
の
モ
テ
�
�
フ
が
ひ
と
ま
ず
垣
間
見
え
て
い
る
。

水
面
と
指
先
の
あ
い
だ
の
「（
選
択
）
同
期
」

と
は
い
え
、
本
作
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
シ
�

ク
エ
ン
ス
の
潜
勢
性
と
現
勢
性
と
の
関
係
が
、
む
ろ

ん
単
純
に
二
項
対
立
的
な
も
の
と
し
て
あ
る
の
で
は

な
い
こ
と
だ
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
不
可
視
の
海
底
に

向
け
て
指
先
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
く
漁
師
の

手
の
動
き
が
、
そ
の
下
で
一
定
の
リ
ズ
ム
の
も
と
に

た
ゆ
た
う
、
可
視
的
な
水
面
の
波
の
表
情
か
ら
は
明

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ら
か
に
異
な
る

0

0

0

0

0

0

「
非
同
期

0

0

0

」
の
時
間

0

0

0―

魚
が
釣
餌

を
咥
え
釣
り
糸
が
一
瞬
張
り
詰
め
る
瞬
間―

を
鋭

く
見
出
し
、
そ
れ
に
反
射
的
に
「
同
期
」（「
選
択
同

期
」
！
）
し
よ
う
と
す
る
、
そ
の
微
妙
だ
が
、
決
定

的
な
重
な
り
合
い

0

0

0

0

0

こ
そ
が
最
も
濃
密
に
観
客
の
前
に

示
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。『
海
と
お
月
さ
ま
た
ち
』
の

こ
の
シ
�
ク
エ
ン
ス
に
お
い
て
、「
海
」（
潜
勢
性
）

と
「
漁
師
の
指
先
」（
現
勢
性
）
と
は
決
し
て
対
立

し
て
は
い
ず
、
美
し
い
「
同
期
」
の
瞬
間
＝
「
愛
の

流
動
性
」
を
形
作
�
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
紛
れ
も

な
く
デ
リ
ダ=

ス
テ
�
グ
レ
�
ル
の
い
う
、
あ
る
い

は
「
映
像
圏
的
」
な
、「
現=

潜
勢
性
」
の
ひ
と
つ
の

あ
り
う
べ
き
形
が
露
呈
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
か
つ

て
土
本
は
あ
る
エ
�
セ
イ
の
中
で
、『
水
俣
』
の
撮
影

中
、
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
ス
ト
と
し
て
水
俣
病
に
真
摯

に
向
き
合
�
た
結
果
、
あ
る
時
、
患
者
た
ち
が
「
病

者
」
で
は
な
く
（
た
だ
の
）「
漁
民
」
に
見
え
、
そ

れ
が
「
た
だ
ひ
と
つ
、
映
画
は
出
来
る
で
あ
ろ
う
と

思
わ
せ
た
」★
26

経
験
で
あ
�
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

患
者
が
「
病
者
」
で
は
な
く
「
漁
民
」
に
見
え
た
と

い
う
こ
の
土
本
の
経
験
は
、
以
上
の
文
脈
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
患
者
が

0

0

0

「
病
者

0

0

」
そ
の
ま
ま

0

0

0

0

★
26　

土
本
典
昭
「
映
画
は
生
き
も
の
の
仕
事

で
あ
る
」、『
映
画
は
生
き
も
の
の
仕
事
で
あ
る  

私
論
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
』
未
來
社
、

一
九
七
四
年
、
一
三
四
〜
一
三
五
頁
。

映画『映画は生きものの記録で
ある　土本典昭の仕事』予告編

（YouTubeで見る）

「水俣と向きあう～記録映画作
家　土本典昭の 43年～」（1）

（YouTubeで見る）

http://amzn.to/eSTQfu
http://amzn.to/eSTQfu
http://www.youtube.com/watch?v=5OmLxL7Ibto
http://www.youtube.com/watch?v=_TWCk-4WZ4I
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の
状
態
で

0

0

0

0

、
同
時
に

0

0

0

「
漁
民

0

0

」
で
も
あ
り
う
る
と
い

0

0

0

0

0

0

0

0

う0

、
そ
の
両
義
的
な
姿
態
を
彼
が
鮮
烈
に
感
受
し
た

も
の
と
し
て
読
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
土
本
は
そ
の
エ
�
セ
イ
の
末
尾
を
、
自
ら
の

ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
の
撮
影
姿
勢
を
譬
え
て
、自
身
が

「
毎
日
、
女
と
寝
て
い
る
の
に
似
て
い
る
」
の
と
同0

時
に

0

0

、「
そ
し
て
私
は
女
で
あ
り
、
母
で
あ
り
、
と
き

に
ワ
ギ
ナ
そ
の
も
の
に
似
て
い
る
」★
27

と
曖
昧
な

言
葉
で
締
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
は
こ

の
土
本
の
言
葉
を
ど
こ
ま
で
も
「
ポ
ジ
テ
�
ヴ
」
に

受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊

映
像
圏

―

イ
メ
ー
ジ
の
「
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
」（
実
定
性
）
へ

…
…
今
回
は
、
現
代
社
会
の
情
報
イ
ン
フ
ラ
が
私

た
ち
に
強
い
る
「
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
」
の
過
剰

性
・
規
則
性
を
前
提
と
し
た
映
像
圏
的
リ
ア
リ
テ
�

の
内
実
に
つ
い
て
、
そ
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
社

会
を
代
表
す
る
先
端
的
な
ツ
�
ル
で
あ
るTw

itter

を
素
材
と
し
、
い
さ
さ
か
搦
め
手
か
ら
論
じ
て
み
た
。

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
現
代
思
想
の
い
く
つ
か
の
哲
学

的
言
説
を
経
由
す
る
形
で
、Tw

itter

（
と
り
わ
け
そ

の
Ｒ
Ｔ
機
能
）
の
形
式
に
内
包
さ
れ
て
い
る
、「
現=

潜
勢
性
」
や
「
人
為=

現
勢
性
」（
デ
リ
ダ=

ス
テ
�
グ

レ
�
ル
）、「
シ
フ
タ
�
に
よ
る
ユ
�
ト
ピ
�
」（
バ
ル

ト
）
と
い
�
た
特
徴
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
用
い
て
改

め
て
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
や
一
部
の
戦
後
ド
キ
�
メ
ン

タ
リ
�
映
画
（
土
本
典
昭
）
と
の
構
造
的
・
表
象
的

な
関
連
を
ざ
�
と
（
歴
廻
る
よ
う
に
）
論
じ
て
み
た
わ

け
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
内

容
は
、
現
代
の
大
域
的
な
文
化
的
変
容
の
中
で
お
そ

ら
く
は
不
可
避
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ

と
映
像
分
野
に
お
い
て
も
変
わ
ら
な
い
。
筆
者
の
い

う
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の
分
析
と
は
、
そ
う
し
た
諸
々

の
変
化
の
意
味
を
、
で
き
る
限
り
総
体
的
に
掬
い
取

り
個
別
具
体
的
な
ア
ジ
�
ン
ダ
を
相
互
に
関
連
づ
け

る
た
め
の
基
礎
的
作
業
に
与
え
ら
れ
た
と
り
あ
え
ず

の
呼
称
で
あ
る
。

し
た
が
�
て
、
現
代
の
映
像
作
家
た
ち
も
ま
た
、

こ
う
し
た
映
像
圏
シ
ス
テ
ム
の
台
頭
が
も
た
ら
す

諸
々
の
変
化
に
対
し
て
積
極
的
か
つ
自
覚
的
に
対
処

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
そ
の

格
好
の
事
例
の
ひ
と
つ
が
、
現
代
ド
イ
ツ
を
代
表
す

る
ド
キ
�
メ
ン
タ
リ
�
映
画
作
家
で
あ
る
ハ
ル
ト
ム

�
ト
・
ビ
ト
ム
ス
キ
�
が
監
督
し
た
『
ダ
ス
ト―

塵

―

』Staub (D
ust )

（
〇
七
年
）
と
い
う
ド
キ
�
メ
ン

★
27　

同
前
、
一
三
六
頁
。

★27　『映画は生き
ものの仕事である』

http://amzn.to/eSTQfu
http://www.flowerwild.net/2010/02/2010-02-27_222137.php
http://www.flowerwild.net/2010/02/2010-02-27_222137.php
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タ
リ
�
で
あ
る
。
こ
の
、「
傑
作
」
と
い
う
言
葉
も
色

褪
せ
て
見
え
る
恐
る
べ
き
フ
�
ル
ム
に
つ
い
て
も
は

や
多
く
の
語
を
費
や
す
余
裕
は
な
い
が
、
い
ま
一
言

だ
け
い
�
て
お
け
ば
、
こ
の
作
品
も
ま
た
、「
塵
」
と

い
う
、
映
画
に
お
い
て
特
権
的
な
モ
テ
�
�
フ
を
執

拗
に
主
題
に
据
え
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
世
界
に
お

い
て
「
映
画
的
な
も
の
」
と
は
何
か
、
と
い
う
映
像

圏
シ
ス
テ
ム
に
と
�
て
根
源
的
な
問
い
を
私
た
ち
に

投
げ
掛
け
て
い
る
。
作
中
で
ビ
ト
ム
ス
キ
�
自
身
が

語
る
よ
う
に
、「
塵
」
は
、
人
間―

あ
る
い
は
映
画

―

に
と
�
て
、
最
小
の
「
見
え
な
い
」
存
在
で
あ

り
な
が
ら
、
同
時
に
そ
の
空
気
中
に
お
け
る
光
の
反

射
が
空
の
雲
を
は
じ
め
時
に
巨
大
な
事
物
を
一
転
し
て

「
見
え
る
」
も
の
に
す
る
。
い
う
な
れ
ば
、
塵
と
は
、

そ
れ
じ
た
い
が
世
界
に
潜
在
的
に
遍
在
し
つ
つ
、「
見

え
る
も
の
／
見
え
な
い
も
の
」
の
あ
わ
い
に
た
ゆ
た

い
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
物
象
を
「
見
え
る
も
の
／

見
え
な
い
も
の
」
の
両
閾
に
循
環
さ
せ
る
運
動
を
担

う
、
言
葉
の
真
の
意
味
で
「
現=

潜
勢
的
」
な
素
材

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
（
さ
ら
に
、
塵
は
、
古
い
フ
�

ル
ム
の
表
面
に
付
着
し
た
「
埃
」
と
し
て
、
映
画
の
物
質

性
＝
「
現
勢
性
」
を
、
他
方
で
、
粒
子
の
「
ビ
�
ト
」
と

し
て
は
、
映
画
の
仮
想
性
＝
「
潜
勢
性
」
を
両
義
的
に
物

語
る
存
在
で
も
あ
る
）。

い
�
て
み
れ
ば
、
ビ
ト
ム
ス
キ
�
の
『
塵
』
や

土
本
の
『
海
と
お
月
さ
ま
た
ち
』
と
い
�
た
特
権
的

な
フ
�
ル
ム
の
持
つ
「
ラ
デ
�
カ
ル
さ
」
を
映
像
圏

の
名
の
も
と
に
擁
護
し
て
い
く
こ
と
も
、
こ
の
連
載

の
主
要
な
テ
�
マ
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
わ
け
だ
。
ち

な
み
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
史
家
ミ
シ
�
ル
・
フ
�

コ
�
は
、
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
よ
う
なTw

itter

／

映
像
圏
的
ユ
�
ト
ピ
�
の
持
つ
特
性
を
、「
実
定
性

positivité

」（『
知
の
考
古
学
』）
と
呼
ん
で
い
た
。
映

像
圏
の
世
界
を
生
き
る
私
た
ち
は
フ
�
コ
�
的
な

「
ポ
ジ
テ
�
ヴ
�
ス
ト
」
と
し
て
、
日
々
進
展
す
る

イ
メ
�
ジ
の
現
在
を
見
つ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
続
く
〉

渡
邉
大
輔
（
わ
た
な
べ
・
だ
い
す
け
）

映
画
研
究
者
・
批
評
家
。
専
攻
は
日
本
映
画
史
研
究
（
観
客
史
・
教

育
映
画
史
）。『
ユ
リ
イ
カ
』『
メ
フ
ィ
ス
ト
』『
映
画
芸
術
』
な
ど
で
純

文
学
、
本
格
ミ
ス
テ
リ
、
ラ
イ
ト
ノ
ベル
、
映
画
な
ど
を
横
断
的
に
批
評
。

共
著
に
『
探
偵
小
説
の
ク
リ
ティ
カ
ル・タ
ー
ン
』『
社
会
は
存
在
し
な
い
』

『
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
戦
争
』（
以
上
、
南
雲
堂
）。

ブ
ロ
グ http://d.hatena.ne.jp/daisukewatanabe1982/

Twitter http://twitter.com
/diesuke_w

『ダスト―塵―』
Staub (DE/CH 2006/2007)
（YouTubeで見る）

http://www.youtube.com/watch?v=8geqod9gnSY
http://d.hatena.ne.jp/daisukewatanabe1982/
http://twitter.com/#!/diesuke_w

